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て
も
人
口
過
剰
の
ル
ソ
ソ
島
か
ら
周
辺
島
嶼
へ
の
分
散
、

移
動
で
あ
る
。

つ

タ
ソ
ヘ
移
動
さ
せ
る
、

と
い
う
壮
大
な
計
画
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
忙
お
い

計
画
で
二
百
五
十
万
人
の
人
間
を
ジ
ャ
ワ
島
か
ら
資
源
の
宝
庫
、

カ
リ
マ
ン

き
だ
し
て
い
る
。

イ
ソ
ド
ネ
ツ
ア
忙
お
い
て
は
、

五
カ
年

す
で
忙
イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
、

年
間
五
十
万
人
、

フ
ィ
リ
ピ
ソ
忙
お
い
て
は
研
究
か
ら
行
動
へ
と
動

れ
ヽ

行
動
へ
と
移
さ
れ
だ
し
て
い
る
。

A
S
E
A
N
諸
国
を
展
望
す
る
と
含
、

影
響
を
お
よ
屈
す
の
か
、

そ
の
洗
い
直
し
と
も
い
う
べ
ぎ
研
究
が
す
す
め
ら

へ
の
人
口
の
移
動
。

そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
社
会
、

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。

経
済
忙
ど
の
よ
う
な

農
漁
村
か
ら
都
市
へ
、

そ
し
て
都
市
か
ら
首
都
圏

界
忙
お
け
る
新
し
い
う
ね
り
と
し
て
人
口
の
移
動
の
問
題
が
大
ぎ
く
ク
ロ
ー

イ

ソ

忙

し

て

新

た

な

行

動

を

起

こ

す

と

き

忙

来

て

い

る

。

事
実
、

人
口
学

だ

け

で

解

決

さ

れ

る

も

の

で

は

な

い

。

む
し
ろ
、

こ

れ

を

ス
ク
ー
ト
ラ

ヽ

し

ヽ

し
カ

人
口
問
題
は
果
た
し
て
こ
れ
ら
の
研
究
|
_
—
人
口
増
加
と
抑
制

ロ
学
者
も
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

る
た
め
の
い
わ
ゆ
る
抑
制
策
の
研
究
忙
終
始
し
て
き
ま
し
た
ね
」

と
い
う
人

「
こ
こ
二
、

三
十
年
と
い
う
も
の
は
人
口
増
加
の
規
模
や
出
生
力
を
抑
え

心
事
も
ま
さ
忙
こ
の
点

Ire
あ
っ
た
、

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

、
な
ど
の
キ
ャ
ソ
ペ
ー
ソ
の
素
材
忙
も
さ
れ
て
い
る
。

人
口
学
者
の
最
大
関

人
口
爆
発
花
と
も
な
う
飢
え

I

そ
の
対
応
が
い
つ
も
論
議
さ
れ
、

マ
ス
コ

の
開
発
途
上
国
忙
お
け
る
す
さ
ま
じ
い
人
口
爆
発
で
あ
っ
た
。

ま
た
、

そ
の

南
北
の
経
済
が
云
々
さ
れ
る
と
き
、

~~1 

巻

貝1"ジ

＂` 
言

[
．
 

d
d
 

｀
り
ヽ
は

必
ず
間
題
忙
な
っ
て
く
る
の
が
、

あ
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忙
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

A
S
E
A
N
諸
国
、
世
界
忙
と
っ
て
最
重
要
課
題
な
の
で
あ
る
。

人
口
問
題
こ
そ
、

わ
が
国
は
も
と
よ
り

社
会
が
A
S
E
A
N
諸
国
代
も
波
及
す
る
で
あ
ろ
う
し
、

そ
の
た
め

Ire
も
わ
が

で
は
な
く
、

や
が
て
、

高
齢
化

と
つ
の
指
針
忙
な
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

人
口
学
も
単
な
る
研
究
室
の
研
究

定
着
さ
せ
た
の
か
。

r
 ~
 れ

一
体
、

政
府
は
ど
の
よ
う

liC

酷
寒
の
地
、

け

る

人

口

移

動

の

歴

史

で

あ

る

。

温
暖
の
地
、

北
海
道
へ
移
り
住
ん
だ
明
治
の
開
拓
者
た
ち
の
歴
史
で
あ
る
。

明
治
維
新
と
い
う
時
代
背
景
を
考
え
る
と
ぎ
、

し
て
百
三
十
万
人
以
上
も
の
人
間
を
移
住
さ
せ
、

を
解
明
す
る
こ
と
は
移
住
問
題
で
苦
闘
す
る

A
S
E
A
N
諸
国
胚
と
っ
て
、
ひ

ま
さ
忙
行
動
の
時
代
忙
入
っ
た
の
で
あ
る
。

国
が
現
実
忙
い
ま
直
面
し
て
い
る
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を
よ
り
よ
い
も
の

静

岡

や

和

歌

山

か

ら

と

は

い

え

な

い

よ

う

だ

。

そ

こ

で

想

い

出

さ

れ

る

の

が

、

わ
が
国
胚
お

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
計
画
は
必
ず
し
も
す
べ
て
順
調
忙
す
す
ん
で
い
る
、

済
の
不
振
を
移
動
忙
よ
っ
て
軌
道
修
正
し
よ
う
、

と
い
う
の
だ
。

ま
り
、

人
口
爆
発
と
そ
れ
胚
と
も
な
う
集
中
忙
よ
る
社
会
環
境
の
悪
化
、

経
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イ
ソ
ト
大
会
準
備
の
た
め
の
運
営
委
員
メ
ソ
ハ
ー
レ

ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
で
は
な
く
、

各

国

代

表

と

し

て

の

参

加

者

Ire
よ
っ
て

二
日
間
の
討
議
で
は
、

先
ず
運
営
委
員
メ
ソ
バ
ー
は

A

S

E

A

N
な
ど
ク

マ
ル

コ

ス
大
統
領
夫
人
も
姿
を
見
せ
挨
拶
し
た
ほ
か
、

三
日
も
討
議
を
続
け
た
が
、
閉
会
式
忙
は
イ
メ
ル
タ
・

フ
ィ
リ
ピ
ソ
人
口
問
題
研
究
所
々
長
が
”

世
界
の
人
口
事
情
＂
と
題
す
る
記

挨
拶
、

議
題
の
討
議
を
し
た
が
、

午
後
三
時
半
か
ら
は
コ
ン
セ
プ
ジ
ョ
ン
・

を
し
て
、

ヴ
ィ
ラ
ル
タ
比
首
相
、

、
ッ
タ
ー
ル
事
務
総
長
が

初
日
の
二
日
は
、

レ
イ
ェ
ス
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
福
祉
担
当
大
臣
が
司
会

日、
「
人
口
と
開
発
忙
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
国
連
人
口
活
動
基
金
）

佐
藤
隆
•
本
財
団
副
埋
事
長

会
議
の
議
長
を
つ
と
め
た
。

③

A

F

P

P

D
の
進
展
状
況
報
告

F

P

P

D
組
織
上
の
問
題
再
検
討
、

い
議
題
、

も
出
席
し
た
。

い
日
程
、

い
招
待
国
そ
の
他
の
検
討
、

会

l

な
ど
を
と
り
あ
げ
た
。

念
講
演
を
行
な
っ
た
。

構
成
す
る
こ
と
と
し
、

佐
藤
隆
議
長
、

⑥

第

二

回

運

営

委

員

関
連
国
の
駐
比
大
使

1
＼
ヽ

“サ

（
ミ
ッ
タ
ー
ル
事
務
総
長
）

⑤
大
会
準
備
の
た
め
い
開
催
地
、

開
催

④

A

 

議
題
は
①
本
年
三
月
の

ュ
ー
デ
リ
ー
会
議
の
議
事
録
承
認
、

②

議

事

採

議
員
）

が
出
席
、

日
本
か
ら
は
、

（
自
民
党
副
幹
事
長
・
衆
院

こ
°t
 

イ
ソ
ト
で
開
催
予
定
の

A

F

P

P

D
第
一
回
大
会
の
準
備
忙
つ
い
て
協
議
し

か
ら
二
十
一
人
が
参
加
し
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ソ
の
六
カ
国
は
じ
め

U

N

D

P

で
開
か
れ
、

日
本
、

中
国
、

ヽ

卜

イ
ソ

ス
リ

ラ

ソ

力
ヽ

一
回
運
営
委
員
会
」
が
、

八
月
二
、

三
の
両
日
、

A
F
P
P
D
が

マ

ニ

ラ

で

運

営

委

開

く

83
年

秋

開

く

第

一

回

大

会

に

備

え

(
A
F
P
P
D
)
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
市

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

（
国
連
開
発
計
画
）
、

U
N
F
P
A
 

一
九
八
三
年
秋
、

第

~3~ 



「マニラで開かれた AFPPD第一回運営委員会」

ョ
ル
タ
ソ
が
候
補
地

ltC
あ
が
っ
て
い
る
。

第
二
回
運
営
委
員
会
は
、

（
土
）

東
点
で
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

（
小
委
員
会
）

（
事
務
総
長
国
）

ス
リ
ラ
ン
カ

（
中
国
推
薦
）

の
四
カ
国
で
サ
フ
・

を
組
織
す
る
こ
と
を
決
定
、

明
年
五
月
、

中
近
東
で
開
催
す
る
予
定
だ
が
、

第

回
会
合
を
十
月
―
―
―
十
日

，，、

I 
ヽ

ヽ

コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー

中

国

（
北
京
会
議
経
験
者
）

（
新
メ
ン

こ
の
ほ
か
、

運

営

忙

当

を
滴
た
す
国
を
招
待
す
る
こ
と
と
し
、

つ
い
て
は
オ
プ
サ
ー
ハ
ー
と
し
て
の
参
加
が
で
き
る
よ
う
忙
し
た
。

っ
て
の
具
体
的
な
事
項
を
検
討
す
る
た
め
イ
ン
ド

゜

フ
ィ
リ
ヒ
ソ

こ
れ
ら
の
条
件
を
滴
た
せ
な
い
国
忙

つ
国
、

④

人

日

間

題

侭

関

す

る

議

員

ク

ル

ー

プ

を

有

す

る

国

の
四
条
件

A
F
P
P
D
が
独
自

lre
作
る
規
定
範
囲

IrC
含
ま
れ
る
固
、

③
議
会
制
度
を
持

参
加
国
忙
つ
い
て
は
①
国
連
お
よ
び
国
連
特
別
機
関
の
メ
ン
バ
ー
国
、

し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
廿
式
忙
承
認
し
た
。

②
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領
が

創
設
し

た
”

そ
の

結
果
、

は

全
人
口
の

約
八

0
バ

ー
セ

ソ

ト
が
カ

ト
リ
ッ

ク

教

徒
。

家

族
計

画
忙

反

対

す
る

空

気
が

強
く
、

（
国

際
電

話

電
報
フ
ィ

リ
ピ

ン
）

大
統

領
夫

妻
表

敬
の
た
め
、

権
宣
言
」

「
国

際

婦
人

年
の

世

界
行
動
計

画
」

あ
ら
ゆ
る

階
級
の

人
々

が

そ
れ

ぞ
れ

考

え
な

け
れ
ば

な

ら
な
い
こ

と

経

済
発
展
と

人
口

問

題

こ
の

あ
と
、

（
家

族
計

画
）

人
口

委
員
会

大

変

イ
メ

ル
ダ

夫
人
の

申
し

出
で
、

大

統

る
べ

き
だ
」

と
の

考
え

を

述
べ

た
。

だ
゜

は

並

行

す
る

も
の

と
し

て

考
え

あ
り
、

い

関
心
を

示
し

た
。

同

夫
人
は

「
こ

れ
は
、

忙
つ

い

て
の

発
言
忙

対
し

強

相
の

親
書
を

大
統

領
忙

手
渡
し

た
が
、

イ
メ

ル
タ

夫
人
は

佐
藤

議
長
の

「
人

は
ヽ

午
前

十
時
―――

十

分
、

フ
ィ

リ
ピ

ン

マ

ラ
カ
ニ

ア
ン

宮
殿
を

訪
問
、

福
田

元

首

人

間
と
し

て
の

根
源
の

問

題
で

大

統
領
会

見
の
の

ち
、

11

を

夫
人
の

案
内
で

視
察

す
る

な
ど
、

日
程

第
一

日
の

八

月
―
―•
日
は
、

佐
藤

隆

議
長

ら
一

行

と
い

う
経
緯
が

あ
っ
た
。

同
夫
人
と

大
統

領
の

全

面
的
協
力
を

と
り
つ

け
、

無
事

開

催
忙

漕

ぎ
つ

け
た

F

P

P

D

事
務
局
長
が

イ
メ

ル
タ
・

マ

ル
コ

ス

大

統

領
夫
人
と

会

見
し

て
、

ら
忙

活

発
忙

働
ら

き
か

け
た

り
、

一

方
で
は

ュ

ー
ヨ

ー

ク
で

松
村
昭

雄
A

が

I

T

T

会
長
ホ

ワ
キ
ン

氏
が

国

会
議
員

上
か

ら
み

て
、

受
入
れ

が

難
航
し

た

同
国
内
で

は

宗

教

A

S

E

A

N

会
議
で
マ
ニ

ラ

開
催
が

決
ま

っ
た
。

と
こ

ろ

が
、

六

月
か

ら
A

S

E

A

N

代
表

国
が
フ
ィ

リ
ビ

ン

と

な
っ
た
の

で

同
国
の

総
選

挙
の

た
め

不
可

能
と
な
り
、

開

催
地
忙

イ
ン

ド

ネ
シ

ア

を

予

定
、

A

S

E

A

N

代
表

国
を

打
診
し

た
。

当

初
、

六
月

末
を

見
込
ん
で
い

た
が
、

成
功

裡
忙

全

日
程
を

消

化
し
た
。

け：

マ

ル
コ

ス

大

統

領
夫

妻
の

深
い

理

解
で
、

和
や
か
な

雰
囲

気
の

な
か
、

フ
ィ

リ
ピ

ソ

の
マ
ニ

ラ

市
で

開
か
れ

た
A

F

P

P

D

第
一

回
運

営
委
員
会

マ
ル
コ
ス
・

比
大
統
領
夫
妻

人
口
問
題
に
深
い
理
解
示
し
た
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う゚

「マラカニアン宮殿を表敬訪問した一行ー中央がマルコス大統領夫妻」

っ
た
こ
と
は
、

ア
ゾ
ア
の
人
口
問
題
解
決
の
た
め
の

つ
の
成
果
と
い
え
よ

る
マ
ル
コ

ス
大
統
領
夫
妻
の
人
口
問
題
忙
対
す
る
関
心
と
理
解
が
一
層
深
ま

フ
ィ
リ
ピ
ソ
で
運
営
委
員
会
を
開
い
た
こ
と
胚
よ
り

A
F
P
P
D
忙
対
す

な
力
の
入
れ
よ
う
だ
っ
た
。
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「イメルダ・マルコス夫人と歓談する左より佐藤隆議長、ミッタール事務総長（インド上院議員）、

何里良夫人（中国）、グットラック議員と夫人（オーストラリア）」
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けこ
ヽ

一
億
五
千
三
百
万
人
も
増
え
て
五
億
八
千
八
百
万
人
と
推
定
し
て
い
る
。

す
う
勢

で
い
く
と
す
る
と
、

る
か
を
調
査
し
、

見
通
し
を
行
な
っ
て
い
る
。

農
業
生
産
の
伸
び
が

ミ
楽
観
で
き
な
い
将
来

妬
飢
餓
忙
苦
し
む
人
が
多
数
い
る
の
で
あ
る
。

東
と
云
え
ば
、

日
本
が
属
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
か
ら
、

う
忙
世
界
の
飢
餓
人
口
は
極
東
と
ア
フ
リ
カ
忙
集
中
し
て
お
り
、

極
東
で
は

開
発
途
上
国
へ
食
糧
援
助
と
農
業
開
発
援
助
を

の
調
査
忙
よ
る
と
、

世
界
総
人
口
の
約
一

0
％
忙
相
当
す
る
。

状
態
で
必
要
と
な
る
カ
ロ
リ
ー
摂
取
贔
の
二
割
増
の
栄
痰
し
か
摂
つ
て
い
な

病
気
忙
な
れ
ば
低
抗
力
が
な
い
か
ら
死
亡
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

全
体
の
七

0
％
の
三
億
四
百
万
人
、

ヽ

ア
メ
リ
カ

一
九
八

0
年
忙
栄
狼
不
足

四
千
百
万
人
、

人
口
の
二
三
伶
、

（
従
来
の
伸
び
と
同
じ
）

近
東
、

千
九
百
万
人
忙
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ

ヽ

ア
フ
リ
カ

七
千
二
百
万
人
、

ア
フ
リ
カ
で
は
二

0
％
の
人
々
が
飢
餓
忙
苦
し
ん
で
い
る
。

ハ
ソ
グ
ラ
デ
ィ
ッ
ツ
ュ
で
は
人
口
の
実
忙
約
四
割
が
飢
餓
状
態
忙
あ
る
。
極

ま
ず
、

ラ
テ
ソ

我
々
の
す
ぐ
隣
り

（
表
一
参
照
）

F

A

0
は
飢
餓
人
口
忙
つ
い
て
一
九
九

0
年
と
二

0
0
0
年
花
は
ど
う
な

一
九
九

0
年
忙
は
、

八

0
年
よ
り
七
千
―
―
―
百
万
人
増
え
て
五
億
八
百
万
人
、
―

1
0
0
0
年

忙

人
を
超
え
る
飢
餓
人
口
を
地
城
別
忙
み
る
と
、

極
東
地
城
が
も
っ
と
も
多
く
、

8

四
億

い
か
ら
、

も
ち
ろ
ん
渦
足
な
労
働
が
で
き
る
状
態
胚
な
く
、

（
国
連
食
糧
農
業
機
構
）

（
以
下
飢
餓
と
云
う
）

寝
た
切
り
の

無
力
無
気
力
で
、

こ
う
し
た
人
々
は
、

し
む
人
の
数
は
開
発
途
上
国
忙
実
忙
四
億
―
―
―
千
五
百
万
人
も
い
る
。

こ
れ
は

妬
苦

飢
え
忙
苦
し
ん
で
い
る
人
々
が
多
数
い
る
。

F

A

0

 

か
食
糧
不
足
と
い
う
よ
う
な
事
態
は
想
像
も
で
ぎ
な
い
が
、

世
界
匠
は
現
忙

食
糧
ば
か
り
で
な
く
す
べ
て
が
豊
富
な
わ
が
国
忙
い
る
と
、

て

世
界
に
広
が
る
飢
餓

（
農
林
水
産
省
国
際
部
長
）

食
糧
危
機
と

塚

田

実



表 1. 地域別の人口、農業生産、栄養不足人口について

地 城 区 分 現 況 1 9 9 0 2 0 0 0 

人 口
(19 8 0) 百万人 百万人 百万人

3 7 0 5 0 3 6 6 8 

す ぅ 勢
(1980-90)% (1990-2000) % 

農業生産成長率 (196 I-80)% 2. 5 2. 6 

ア メ リ 力
（年率）

最大の努力
1.8 

4. 2 4. 3 

開 す ぅ 勢 (1974-76百)万人
百万人 百万人

栄養不足人口
9 8 l 2 7 

最大の努力 7 2 6 3 4 2 

発 人 口
(19 80) 百万人 百万人 百万人

I 3 I 3 I 6 5 3 2 0 0 8 

農業生産成長率
す う 勢

(1980-90)% (1990--2000) % 
(196 I -8 0)% 2. 8 2. 7 

途 極 東
（年率）

最大の努力
2. 9 

3. 6 3. 7 

す ぅ 勢
白万人 百万人

栄養不 足人口 百万人 3 4 7 3 9 2 

上 最大の努力
3 0 4 

2 4 l 1 9 8 
..• 

人 口 百万人 百万人 白文i人
2 I 3 2 7 8 3 5 3 

国
農業生産成長率

す う 勢 (1980-90)1, (199{}-2000) % 

（年率）
(19 61-80)% 2. 8 2. 8 

近 東 最大の努力 3. 0 
3 6 3. 7 

す ぅ 勢 百万人 百万人
栄養不足人口 百万人 l s 2 3 

最大の努力 l 9 
I 3 8 

＇ 
.... 
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地 域 区 分 現 況 1 9 9 0 2 0 0 0 

人 口
百万人 百万人 百万人

3 6 3 ,1 7 2 6 0 1 

す ぅ 勢
(1980-90)% (1990-2000) % 

開 農業生産成長率 (1961-80)% 3. 0 3.0 

ラテン・アメリカ
（年率）

最大の努力
3. 0 

3. 6 3. 7 

発 す ぅ 勢
百万人 百万人

栄養不足人口
百万人 4 4 4 6 

4 I 
最大の努力 2 9 I 7 

途
人 口

百万人 百万人 百万人
2 2 5 9 2 9 0 6 3 6 3 0 

上 す ぅ 勢
(1980-90)伶 (199か2000)1, 

農業生産成長率 (1961-80)係 2. 8 2. 8 

9 0 カ国 計
（年率）

最大の努力
2. 8 

3. 8 3. 7 

国
す ぅ 勢

百万人 百万人

栄養不足人口
(1974-76百)万人 5 0 8 5 8 8 

最大の努力 4 3 5 3 4 5 2 6 0 

四 I. 栄接不足人口は、 1人当たりカロリー供給量が I.2 B M R  (甚礎代謝量）未惜の人口であり、 90 

カ国中 86カ国化関するものである。

2. FA  0 「2 0 0 0年の農業」

開発途上国 9 0カ国

先進市場経済国 2 6カ国 1'1: ついて研究分析したもの。

先進計画経済国 8カ国
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の
程
度
の
食
糧
が
必
要
で
あ
ろ
う
か
。

開
発
途
上
国
の
国
別
忙
定
め
ら
れ
て

も
い
る
現
在
の
飢
餓
人
口
匠
必
要
な
食
糧
を
供
給
し
、

彼
等
を
救
ぅ
忙
は
ど

も
決
し
て
容
認
で
ぎ
る
こ
と
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、

平
和
と
い
う
立
場
か
ら
大
問
題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

人
道
的
立
場
か
ら

こ
の
よ
う
匠
何
億
人
も
の
飢
餓
人
口
が
存
在
す
る
こ
と
は
世
界
の
政
治
・

三
い
と
云
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

、
し
、

‘ー
V

人
口
の
一
層
の
抑
制
は
中
々
容
易
で
は
な

参
照
）

百
万
人
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
す
る
も
の
と
見
通
し
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
で
は
六
千
三
百
万
、

極
東
の
飢
餓
人
口
は
一
―
億

の
ニ
・
九
％
か
ら
三
•
六

I

七
伶
、

ア
フ
リ
カ
で
は

•
八
％
か
ら
四
・

二
億
六
千
万
人
忙
も
な
る
。

す
る
が
、

億
四
千
七
百
万
人
、

力
を
行
な
っ
た
場
合
、

源
開
発
投
資
な
ど
を
望
み
う
る
最
大
の
増
大
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
と
し
て

こ
の
場
合
、

一
九
九

0
年
忙
四
千
三
百
万
人
増
え
て
三

ま
た
士
地
•
水
資

二

0
0
0
年
忙

そ
れ
で
も
一
九
九

0
年
忙
三
億
四
千
五
百
万
人
、

こ
の
期
間
花
農
業
生
産
が
八

0
年

I
三
％
へ
と
大
巾
忙
上
昇
す
る
も
の
と
想
定
し
、

四
千
百
万
、

一
億
九
千
八
百
万
へ
、

よ
り
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、

食
糧
援
助
・
農
業
開
発
援
助
の
必
要

四
千
三

（
同
じ
く
表
一

各
国
が
最
大
の
努
力
を
し
た
場
合
の
想
定
が
実
現
す
る
こ
と
は
も
と

世
界
不
況
で
開
発
途
上
国
の
経
済
が
不
振
で
あ
り
、

経
済
•
技
術
援
助
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状
で
は
そ
の
実
現
は
か
な
り
難
し

ま
た
先
進
国
の

四
億
三
千
五
百
万
人

い
る
国
民
一
人
当
た
り
必
要
栄
養
供
給
量
か
ら
現
状
の
栄
痰
供
給
量
を
差
引

極
東
で
は
、

へ
と
か
な
り
上
昇
す
る
。

し
た
が
つ
て
、

世
界
の
飢
餓
人
口
は
か
な
り
減
少

い
る
。

農
業
生
産
は
す
う
勢
の
ニ
・
八
％
か
ら
三
・
七

I
八
％

限
の
努
力
と
は
、

各
国
が
人
口
を
従
来
以
上
忙
抑
制
し
、

飢
餓
人
口
が
ど
う
な
る
か
を
推
定
し
て
い
る
。

最
大

さ
ら
忙

F

A

0
調
壺
は
、

各
国
が
農
業
生
産
増
加
の
た
め
忙
最
大
限
の
努

人
忙
な
る
と
見
通
し
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
で
は
、

二
千
六
百
万
人
増
え
て
九
千
八
百
万

地
城
別
忙
み
る
と
、

極
東
で
は
、

-11 -



開
発
途
上
国
は
、

資
本
力
、

増
産
忙
よ

援
助
忙
よ

っ
て
賄
う
忙
し
て
も
、

っ
て
食
糧
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
農
業
開
発
と
い
つ
て
も
、

技
術
力
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
、

こ
の
面
で
も

長
期
的
胚
は
農
業
開
発
を
推
進
し
、

食
糧

い
る
。

開
発
途
上
国
は
不
足
す
る
食
糧
を
短
期
的
忙
は
先
進
国
か
ら
の
食
糧

自
給
忙
努
め
る
の
が
国
の
安
全
保
障
、

経
済
社
会
政
策
上
の
基
本
と
な
っ
て

で
し
か
な
い
。

国
民
の
必
要
と
す
る
食
糧
は
い
ず
れ
の
国
で
も
で
き
る
だ
け

し
か
し
な
が
ら
、

食
糧
援
助
は
開
発
途
上
国
忙
と
つ
て
一
時
的
な
解
決
策

参
照
）

＜
忙
日
本
は
食
糧
援
助
を
急
速
忙
拡
充
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

（
表
三

、ゞ、カ

開
発
途
上
国
忙
お
け
る
食
糧
問
題
の
深
刻
さ
を
み
れ
ば
、

先
進
国
、

と

百
万
ト
ル

ヘ

•
三
％
）

と
極
め
て
小
さ
い
。

う
ち
食
糧
援
助

と
く
忙
日
本
は
三
十
三
億
ト
ル
の
政
府
開
発
援
助
の
う
ち
食
糧
援
助
は
千
三

工
業
等
へ
の
援
助
も
大
事
だ

（
贈
与
）

は
八
億
ト
ル

Ire
す
ぎ
な
い
。

増
加
し
、

八

0
年
代
は
総
額
二
百
六
十
八
億
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の

先
進
国
の
開
発
途
上
国
忙
対
す
る
政
府
開
発
援
助
は
こ

4

十
年
間
か
な
り

援
助
へ
の
移
行
、

額
で
あ
る
。

軍
備
の
縮
小
な
ど
の
措
置
を
と
れ
ば
十
分
捻
出
で
き
る
金

約
百
億
ド
ル
で
あ
り
、

こ
の
程
度
の
資
金
は
、

先
進
国
が
食
糧
援
助
重
祝
の

忙
負
え
な
い
数
字
で
は
な
い
。

他
の
地
域
で
あ
る
。

地
域
別
忙
み
る
と
、

ア
フ
リ
カ
が
六
百
四
十
万
ト
ソ
、
残
り
は
そ
の

（
表
二
参
照
）

ま
た
金
額
胚
す
る
と
、

ッ
カ
ゴ
相
場
基
準
で

（
全
体
の
ニ
・
九
％
）

ト
ソ

（
大
豆
を
含
む
）

の
穀
物
を
輸
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
我
々
の
手

ソ
と
い
う
数
字
は
、

ソ
連
が
最
近
年
間
四
千
万
ト
ソ
、

日
本
が
二
千
八
百
万

こ
の
追
加
供
給
必
要
量
三
千
八
百
万
ト

極
東
が
二
千
八
百
万
ト
ソ
、

四
億
三
千
五
百
万
人
を
飢
餓
か
ら
救
え
る
の
で
あ
る
。

わ
ち
、

二
千
八
百
万
ト
ソ
を
飢
餓
忙
悩
む
開
発
途
上
国
忙
追
加
供
給
す
れ
ば
、

上
国
合
計
値
を
求
め
る
と
、

小
麦
換
算
で
三
千
八
百
万
ト
ソ
忙
な
る
。

す
な

い
た
も
の
忙
人
口
を
乗
じ
て
国
別
の
必
要
量
を
算
出
し
、

そ
の
上
で
開
発
途
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表 2. 地域別食糧援助必要量（年間）

地 城 食糧援助必要羅（小麦換算）

千トン

ア フ リ 力 6, 3 7 5 

極 東 2 8, 2 9 0 

近 東 2, I 4 7 

ラテン・アメリカ 1, 1 5 3 

計 3 7, 9 6 5 

牡 極東には、パプア・ニューギニア ヽ

ソロモン諸島を含む。

II 

II 

農林水産省「食料需給表」

サモア、

（資料） FAO「ProductionYearbook(1980)」

「FoodBalance Sheets (1980)」

「TheFourth World Food Survey(1977)」

決
は
で
ぎ
な
い
と
思
う
。

りヽ

長
期
間
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
避
け
て
は
食
糧
間
題
の
解

発
途
上
国
の
政
策
努
力
、

よ
う
忙
開
発
途
上
国
の
農
業
開
発
沢
は
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ

云
わ
ば
自
助
の
努
力
忙
ま
っ
ほ
か
は
な
い
。

こ
の

農
地
等
の
国
内
制
度
の
改
革
が
前
提
と
な
る
。

は
内
政
問
題
で
あ
る
の
で
先
進
国
の
援
助
の
対
象
と
は
な
り
難
く
、

専
ら
開

、
0

l
>
 

教
育
、

以
下
で
あ
り
、

先
進
国
平
均
よ
り
低
く
、

一
で
あ
り
、

オ
ラ
ン
タ
並
み
、

米
国
の
三
分

上
国
の
農
業
開
発
は
資
金
力
と
技
術
力
だ
け
で
順
調
忙
伸
び
る
も
の
で
は
な

こ
れ
ら
の
分
野

の

ま
だ
ま
だ
拡
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、

開
発
途

金
額
で
は
西
独
、

食
糧
援
助
と
同
様
小
さ
い
。

日
本
の
そ
れ
は
一

0
％
程
度
で

向
忙
あ
る
が
、

政
府
開
発
援
助
陀
し
め
る
農
業
開
発
援
助
の
割
合
は

一
五
％

先
進
国
の
援
助
が
要
求
さ
れ
る
。

先
進
国
の
農
業
開
発
援
助
は
近
年
増
加
傾
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表 3. DA  C加盟国全体及ぴ我が国の政府開発援助 (0DA)の推移

（暦年、純支出額ベース、単位：百万ドル）

1 9 7 0 1 9 8 0 
..• 

DAC計(A) 日 本 (B) シェア(B/A) DAC計(M 日本 (B)ツェア(B/A)

政府開発援助 (0DA) 6, 7 8 7 4 5 8 6. 7 % 2 6, 7 7 6 3,304 1 2.3 % 

1. 二国間贈与 3, 3 0 9 1 2 1 3. 7 1 3,6 5 6 6 5 3 4.9 

技術協力 1, 5 2 1 2 2 1. ,j 5,4 7 5 2 7 8 5.1 

食糧援助 5 5 6 2 3 4.1 7 9 8 I 3 1.3 

債務救済• その他 1,2 3 3 7 6 6冒 1 7, 3 8 3 3 6 2 4.9 

2. 二国間政府貸付等 2,3 5 3 2 5 0 1 0.6 3,949 1,308 3 3.1 

3. 国際機関等への出資• 拠出等 I, I 2 4 8 7 7. 7 9,135 1,3 4 3 1 4. 7 

姓 DAC資料忙よる。
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カ
ッ
プ
地
城
胚
は
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
う
い
え
ば
、

今
回
の
会
議
で
エ
ス
カ

サ
モ
ア
、

ソ
ロ
モ
ソ
諸
島
と
い
っ
た
、

ぎ
わ
め
て
人
口
の
小
さ
い
国
が
工

ス

人
）

と
い
っ
た
国
々
の
人
口
が
大
ぎ
い
。

反
対
忙
、

ブ
ル
ネ
イ
、

モ
ル
ン
ブ
、

ハ
ソ
グ
ラ
テ
ィ
ッ
ジ
ュ

う
の
で
あ
り
、

で
あ
っ
た
。

エ
ス
カ
ッ
プ
事
務
局
が
準
備
し
た
資
料
忙
よ
る
と

年
忙
了
ン
了

（
エ
ス
カ
ッ
プ
地
城
）

人
で
あ
っ
た
の
で
、

る
こ
と
で
あ
る
。

イ
ソ
ト
ネ
ツ
ア

（
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
長
）

「
人
口
と
開
発
へ
の
総
合
的
取
組
み
」

（
一
億
四
千
八
百
万
人
）

（
八
千
八
百
万
人
）

ヽ

パ
キ
ス
ク
ン

（
八
千
七
百
万

日
本

（
一
億
一
千
七
百
万
人
）

そ
れ
忙
つ
い
で
イ
ン
ト
の
人
口
六
億
八
千
五
百
万
人
も
大
ぎ
い
。

そ
の
ほ
か

中
国
の
人
口
は
九
億
九
千
五
百
万
人
と
格
別
大
彦
い
が
、

ア
ジ
ア
の
人
口
の
特
徴
の

つ
は
、

国

別

の

人

口

規

模

妬

大

ぎ

な

差

が

あ

こ
の
十
年
間
忙
約
五
億
人
の
増
加
が
あ
っ
た
。

は
世
界
人
口
四
四
億
人
の
五
六
％
を
占
め
る
。

一
九
七

0
年

IfC
は
約
二

0
億

の
人
口
は
約
二
五
億
人
で
あ
り
、

そ
れ

（
表

l
)

一
九
八
〇

-: 
ア
ジ
ア
の
人
口
の
概
観

口
と
開
発

ltC
関
す
る
行
動
の
呼
び
掛
け
」

と
い
う
形
で
審
議
し
、

議

Ire
む
け
て
ェ
ス
カ
ソ
プ
地
城
か
ら
の
主
張
を

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
か
ら
の
人

採

択
し
た

゜-15-

生
た
、

一
九
八
四
年

Ire
メ
キ
ッ
コ
で
開
催
予
定
の
国
際
人
口
会

の
状
況
を
レ
ヒ
ュ
ー
し
、

あ

わ

せ

て

今

後

の

課

題

を

検

討

す

る

こ

と

が

目

的

一
九
七
四
年
の
フ
カ
レ
ス
ト
忙
お
け
る
世
界
人
口
会
議
以
降

会
議
の
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
は

ヽ

と
し

会
し
、

人
口
間
題
と
人
口
政
策

Irc
つ
い
て
討
議
し
た
。

政
府
代
表
を
中
心
忙
、

国

連

機

関

な

ら

び

忙

民

間

諸

団

体

の

代

表

が

一

堂

ItC

七
二
年
の
東
京
忙
お
け
る
会
議
忙
続
く
も
の
で
あ
り
、

エ
ス
カ
ッ
プ
諸
国
の

平
洋
人
口
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

t

i

 

,
1
(
 

こ

一
九
六
三
年
の

今
年
九
月
二
十
日
か
ら
―
―
十
九
日
ま
で
、

ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発

ご］

二

ゞ

―

ヽ

ュ
ー
ブ
リ
ー

ロ
ン
ホ
で
第
三
回
ア
ゾ

7
太

岡

崎

陽

ヽ



表 1. エスカップ地域の人口と人口増加率

人口 (10 0万人） 増 加 分 年増加率(%)
地域又は国 ~. 

I 9 6 0 1 9 7 0 1 9 8 0 1960-70 1970-80 1960-70 1970-80 

世界 全体 3, 0 3 7 3, 6 9 6 ,J, 4 3 2 6 5 8 7 3 7 2. 0 1. 8 
.• 

エスカップ 1, 6 4 1 2, 0 4 1 2, 4 8 4 4 0 0 4 ,j 3 2、2 2. 0 

東アジア 8 0 5 9 8 0 !, I 5 7 I 7 5 I 7 7 2. 0 1. 7 

中 国 6 8 2 8 3 8 9 9 5 1 5 6 1 5 7 2. 1 1. 7 

日 本 9 4 1 0 4 1 1 7 1 0 1 2 I. 0 1. 1 

東南アジア 2 2 8 2 9 0 3 6 I 6 2 7 0 2. 4 2. 2 
... ..... 

インドネツア 9 8 1 2 2 l ,j 8 2 5 2 6 2. 2 I. 9 

中南アジア 5 9 2 7 5 2 9 4 4 1 6 0 1 9 2 2. 4 2. 3 
← .•. _, 一..ハ...ハ .. 

バソグラディシュ 5 l 6 8 8 8 1 7 2 0 2. 8 2. 6 

イ ン／ ド 4 3 9 5 5 3 6 8 5 1 I 3 1 3 2 2. 3 2. 1 
. , . 

パキスクン 4 9 6 6 8 7 1 6 2 1 2. 9 2. 8 
.•.. 

オセアニア 1 6 I 9 2 3 4 3 2. 0 1. 7 

（資料〕 ESCAP, Demographic Situation and Prospective Trends in the ESCAP Region, 

れ
た
こ
と
は
典
味
深
か
っ
た
。

26 Julyl982 

ッ

プ

地

域

腔

お

け

る

島

嶼

国

家

の

人

口

問

題

が

と

く

忙

議

題

忙

と

り

上

げ

ら
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オ）

の
増
加
は
七
千
五
百
万
人
、

こ
の
よ
う
忙
、

生
産
年
齢
人
口

（
十
五
ー
六
十
四
オ
）

の

題
で
あ
る
が
、

そ
の
年
齢
別
の
内
訳
け
を
み
る
と
、

年
少
人
口

(
O
I
十
四

将
来
ア
ジ
ア
の
人
口
の
増
加
が
著
し
い
こ
と
は
大
ぎ
な
間

表 2. エスカップ地域の人口の将来像

地城又は国
将来人口（百万人）

^~ 

l 9 8 0 1 9 9 0 2 0 0 0 

エスカップ 2, 4 8 4 2, 9 2 9 3, 3 8 2 

東アジア 1, 1 5 7 1, 3 0 4 1, 4 4 7 

中 国 9 9 5 I, I 2 8 1, 2 5 7 

日 本 1 I 7 1 2 3 1 2 9 

東南アジア 3 6 1 4 3 9 5 1 9 

イソドネシア I 4 8 1 7 4 1 9 9 

中南アジア 9 4 4 1, 1 6 0 1, 3 8 6 

バソグラディシュ 8 8 I I 6 1 4 8 
~ ~ 

イ ン＇ ド 6 8 5 8 2 1 9 6 1 

パ キ ス ク ン 8 7 1 1 3 1 4 0 
I 

オセアニア 2 3 2 6 2 9 

エスカップ地域の年齢別人口

O-I 4オ 9 2 0 9 3 9 9 9 5 

1 5 - 6 4オ I, 4 5 5 1, 8 4 5 2, I 9 3 
'...... ... 

6 5オ以上 I O 9 I 4 5 l 9 4 

総 数 2, 4 8 4 2, 9 2 9 3, 3 8 2 

〔資料） 表 lと同じ

口
は
九
億
六
千
万
人

ltC
膨
れ
あ
が
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

み
で
あ
る
。

そ
の
と
彦
、

中
国
の
人
口
は
十
二
億
六
千
万
人
、

国
際
連
合
の
推
計
忙
よ
る
と

口
は
い
ま
よ
り
も
さ
ら
沢
九
億
人
ぽ
ど
増
加
し
て
約
三
四
億
忙
達
す
る
み
こ

イ
ン
ド
の
人

（
表

2
)

―-
0
0
0
年
忙
は
ア
／
ア
の
人

レ
ー
ツ
ア

（
ニ
・
六
％
）

な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

ハ

ソ

グ

ラ

テ

ィ

ッ

ツ

ユ

（
ニ
・
六
伶
）

フ
~
ィ
リ
ピ
ソ

（
ニ
・
七
％
）

ヽ

マ

中
南
ア
ン
ア
の
人
口
増
加
率
は
高
い
。

た
と
え
ば
バ
キ
ス
タ
ン
（
ニ
・
八
％
）

ヽ

東
ア
ジ
ア
と
オ
セ
ア

一
ア
の
人
口
増
加
率
は
概
し
て
低
い
が
、

ス
カ
ッ
プ
地
城
全
体
で

東
南
ア
ン
ア
、

一
九
七
〇
ー
八

0
年

ltC
ニ
％
の
増
加
率
が
み
ら
れ
た
。

上
国
忙
属
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
人
口
増
加
率
は
高
く
、

CL  

ア
ジ
ア
の
人
口
の
第
二
の
特
徴
は
、

そ
の
九
割
以
上
が
い
わ
ゆ
る
開
発
途
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生
産
の
拡
大
率
忙
つ
い
て
み
る
と
一
九
七
〇
ー
七
九
年
忙
‘

ア
ジ
ア
諸
国
の
所
得
水
準
を
大
幅

liC
引
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

低
所
得
国
の
国

表 3. 経済水準と経済成長率

地域又は国
1人当り GNP 1970-79年の増加率

I 9 7 9 GDP  人 口

低所得国 井 2 3 0 4. 9 % 2. 1 % 

中 国 2 6 0 6. 0 1. 9 

インドネツア 3 7 0 7. 6 2. 3 

バングラディシュ 9 0 3. 3 3. 0 

イ ソ ド 1 9 0 3. 4 2. I 

パ キ ス タ ソ 2 6 0 4. 5 3. 1 

中所得国 I, 4 2 0 5. 5 2. 4 

ク イ 5 9 0 7. 7 2. 4 

フィリピソ 6 0 0 6. 2 2. 6 

韓 国 1, 4 8 0 1 0. 3 1. 9 

市場経済工業国 9, 4 4 0 3. 2 0. 7 

日 本 8, 8 1 0 5. 0 1.1 

〔資料〕 世界銀行「世界開発報告 I98 I』

ト
ル
で
あ
る
。

そ
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
部
分
が
低
所
得
国
忙
属
し
て
い
る
。

国
の
平
均
が

四
二

0
米
ト
ル
、

P
は

中
所
得

は
著
し
く
低
い
。

千
五
百
万
人
と
み
こ
ま
れ
て
お
り
、

雇
用
問
題
忙
一

世
界
銀
行
の
資
料
忙
よ
る
と

一
九
七
九
年
忙
低
所
得
国
の
平
均
が
二
三

0
米
ト
ル
で
あ
り
、

市
場
経
済
工
業
国
の
平
均
が
九
四
四

0
米

（
表
3
)

ア
ジ
ア
の
国
々
は
大
部
分
が
開
発
途
上
国
で
あ
る
の
で
、

ミ
人
口
と
開
発
の
総
合
化

し
て
い
る
。

と
し
て
、

つ
の
重
点
が
お
か
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
こ
と
を
示
唆

い
点
忙
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、

今
後
の
開
発
の
課
題

そ
の
生
活
水
準

一
人
当
り

G

N

生
産
年
齢
人
口
の
増
加
が
と
く
忙
著
し

増
加
は
七
億
三
千
八
百
万
人
、

老
年
人
口

（
六
十
五
才
以
上
）

の
増
加
は
八
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こ
の
こ
と
忙
対
す
る
反
省
か
ら
、

最
近
、

人

口

と

開

発

の

総

合

化

が

重

祝

っ
た
点
忙
あ
る
。

ー
ス
が
多
く
、

そ

の

た

め

忙

広

く

一

般

大

衆

の

罪

解

と

支

持

を

え

ら

れ

な

か

―
つ
の
理
由
と
し
て
、

こ

れ

ま

で

人

口

政

策

が

単

独

忙

推

進

さ

れ

て

い

た

ケ

れ

る

の

忙

十

分

な

年

月

を

経

て

い

な

い

点

忙

あ

る

。

そ
れ
と
と
も
忙
、

も

う

腰

を

入

れ

始

め

た

の

が

比

較

的

最

近

の

こ

と

で

あ

っ

て

、

そ

の

成

果

が

み

ら

vc 
は
¥,、

た

つ

て
¥,、

な
¥,、

゜
そ
の
理
由
は
、

―

っ

忙

は

各

国

が

人

口

政

策

忙

本

し
か
し
、

人

口

増

加

の

抑

制

は

い

ま

の

と

こ

ろ

、

こ
°t
 
そ
の
後
、

多

く

の

国

が

人

口

政

策

忙

力

を

入

れ

る

よ

う

忙

な

り

、

現
在

イ

ン

ト

は

一

九

五

二

年

忙

五

カ

年

計

画

の

中

忙

家

族

計

画

を

組

み

入

れ

て

い

ア

ジ

ア

諸

国

の

政

府

は

早

く

か

ら

こ

の

こ

と

忙

気

づ

い

て

お

り

、

疋

と

く

で
あ
る
。

あ

る

。

経

済

成

長

の

実

績

は

す

で

妬

相

当

花

高

い

の

で

あ

る

か

ら

、

人

口

増

く

維

持

す

る

と

と

も

忙

人

口

増

加

率

を

抑

制

す

る

こ

と

が

是

非

と

も

必

要

で

加

率

の

抑

制

忙

政

策

努

力

が

む

け

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

は

明

ら

か

ア

ジ

ア

で

は

大

部

分

の

国

が

家

族

計

画

の

普

及

を

最

重

要

施

策

と

し

て

い

る

。

所

期

の

成

果

を

あ

げ

る

ア

ジ

ア

諸

国

の

生

活

水

準

を

引

ぎ

上

げ

る

た

め

尻

は

、

経

済

成

長

率

を

高

％
で
、

こ

れ

で

は

所

得

格

差

を

期

待

ど

お

り

縮

小

す

る

IIC
は
不
十
分
で
あ
る
。

み
忙
、

中
所
得
国
の
そ
れ
は
＿
ニ
・

-%、

市
場
経
済
工
業
国
の
そ
れ
は
二
•
五

し
た
が
っ
て
一
人
当
り
生
産
拡
大
率
は
二
•
八
％
忙
止
ま
っ
て
い
る
。

ち

な

る
。

低

所

得

国

の

人

口

増

加

率

は

一

九

七

〇

ー

七

九

年

忙

ニ

・

-
％
で
あ
り
、

て
食
い
つ
ぶ
さ
れ
、

一

人

当

り

所

得

水

準

が

あ

ま

り

向

上

し

な

い

こ

と

で

あ

し
か

し
ヽ

問
題
は
、

せ

っ

か

く

の

経

済

成

長

の

成

果

が

人

口

増

加

忙

よ

っ

経

済

の

戦

前

の

成

長

率

を

上

ま

わ

る

ほ

ど

で

あ

る

。

得
国
も
そ
れ
ほ
ど
悪
く
は
な
い
。

実
際
、

四
•
九
％
と
い
う
拡
大
率
は
日
本

は
ヽ

そ
れ
ぞ
れ
五
•
五
％
と
三
・
ニ
％
で
、

生

産

拡

大

率

忙

つ

い

て

は

低

所

内
総
生
産
の
成
長
率
は
四
•
九
％
、

中

所

得

国

と

市

場

経

済

工

業

国

の

そ

れ
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れ
た
と
い
え
る
。

と
く
忙
総
合
化
尻
よ
っ
て
成
功
し
た
事
例
を
集
め
て
、

そ

か
の
困
難
を
伴
い
な
が
ら
も
次
第
忙
実
行
さ
れ
、

そ
の
成
果
と
し
て
か
な
り

そ
の
結
論
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

の
出
生
率
低
下
が
み
ら
れ
る
よ
う
忙
な
っ
た
と
い
う
積
極
的
な
評
価
が
え
ら

人
口
と
開
発
の
総
合
的
推
進
は
、

¥,、

＜ 
つ

こ
れ

ltC
つ
い
て
多
く
の
発
言
が
き
か
れ
、

活
発
な
討
議
が
行
な
わ
れ
た
が
、

レ
ス
ト
会
議
以
降
、

の
中
で
ど
う
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
か
を
議
論
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

人
口
と
開
発
の
総
合
化
が
ど
の
よ
う
忙
進
ん
だ
か
、

そ

そ
こ
で
今
回
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
人
口
会
議
の
最
も
重
要
な
議
題
は
、

プ
カ

せ
て

一
般
大
衆
へ
の
浸
透
を
は
か
る
の
が
よ
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

家
族
計
画
と
い
う
要
素
を
、

何
か
適
当
な
、

も
う
一

族
計
画
の
話
を
す
る
方
が
、

一
般
大
衆
忙
そ
の
意
義
が
わ
か
り
易
い
の
で
、

の
健
康
や
栄
養

IIC
つ
い
て
の
指
導
を
行
な
い
な
が
ら
、

そ
の

一
環
と
し
て
家

つ
の
要
素
と
抱
ぎ
合
わ

そ
の
方
法
を
指
導
す
る
よ
り
は
、

た
と
え
ば
保
健
婦
が
家
庭
匠
お
け
る
母
子

ム
を
実
地
忙
推
進
す
る
忙
当
っ
て
、

単
独
忙
家
族
計
画
の
必
要
性
を
唱
え
、

ま
た
、

、
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の
総
合
化
と
い
う
の
は
、

家
族
計
画
プ
ロ
ク
ラ

果
は
余
り
忙
も
小
さ
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
坪
解
で
あ
る
。

い
う
人
口
抑
制
の
運
動
が
政
策
的
忙
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
、

人
口
抑
制
の
効

行
動
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、

チ
ュ
ア
が
整
備
さ
れ
、

人
々
の
意
識
が
改
造
さ
れ
て
は
じ
め
て
人
口
抑
制
の

い
う
結
論
が
え
ら
れ
た
。

開
発
が
進
み
、

経
済
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

同
時

Ire
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

る
。

結
局
、

開
発
と
人
口
抑
制
は
同
時
忙
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

が
先
か
、

プ
カ
レ
ス
ト
で
開
催
さ
れ
た
世
界
人
口
会
議
で
、

を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
大
論
戦
の
末
忙
産
夜
れ
た
ア
イ
テ
ア
で
あ

開
発
が
先
か
、

人
口
抑
制

マ
ク
ロ
レ
ヘ
ル
で
の
人
口
と
開
発
の
総
合
化
と
い
う
の
は
、

角
度
か
ち
考
え
ら
れ
る
。

ル
で
の
そ
れ
と
、

、
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の
そ
れ
と
い
う
、

さ
れ
る
よ
う

Ire
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
総
合
化
は
、

一
九
七
四
年

二
つ
の
や
や
異
っ
た

マ
ク
ロ
レ
ベ
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寿
命
を
最
低
五
十
五
歳
、

=: 

乳
児
死
亡
率
を
出
生
数
千
当
り
百
以
下
忙
す
る
よ

死
亡
率
が
高
い
状
態
忙
あ
る
国
は
、

討
し
、

あ
る
い
は
可
能
な
限
り
早
期

ItC
、
人
口
置
ぎ

げ
る
た
め
、

人
口
な
ら
び
沢
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
既
存
の
目
標
を
再
検

二

0
0
0
年
主
で
忙
、

換
え
水
準
を
達
成
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。

一
九
八

0
年
代
末
ま
で
忙
平
均

-: 
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
城
の
各
国
は
、

出
生
率
お
よ
び
死
亡
率
を
引
ぎ
下

こ
の
行
動
計
画
の
文
章
は
か
な
り
長
文
の
も
の
で
あ
る
の
で
、

そ
の
中
の

の
成
果
を
踏
生
え
て
、

た
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
ァ
／
了
版
人
口
行
動
計
画
で
あ
り
、

の
採
択
で
あ
っ
た
。

十
日
間
忙
わ
た
る
活
発
な
討
議

人
口
問
題
の
解
決
の
た
め
胚
‘

ア
ン
ア
各
国
の
政
府
、

国
連
機
関
な
ら
び

liC
民
間
団
体
が
今
後
そ
れ
ぞ
れ
果
す
べ
き
役
割
を
ま
と
め

と
く
忙
注
目
す
べ
ぎ
点
を
摘
記
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

人
口
と
開
発
忙
関
す
る
行
動
の
呼
び
掛
け
」

t
ナ
、

,
1
i
r
`
 

こ

今
回
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
人
口
会
議
の
目
玉
は
、

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
か
ら
の

三
ア
ジ
ア
版
人
口
行
動
計
画

忙
限
定
し
て
施
策
を
進
め
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
ぎ
か
れ
た
が
、

当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ

れ

け：

で
あ
る
か
ら
、

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
の
忙
有
効
と
思
わ
れ
る
組
み
あ
わ
せ

う
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
れ
忙
つ
い
て
、

当
面
は
人
口
増
加
率
の
抑
制
が
目
標

肝
心
の
人
口
問
題
が
埋
没
し
て
見
失
わ
れ
て
し
ま

と
も
す
れ
ば
、

人
口
政
策
と
組
み
あ
わ
さ
れ
る
要
素
が
広
く
、

た
だ
、

人
口
と
開
発
の
総
合
化
と
い
う
罪
念
は
ぎ
わ
め
て
幅
広
い
も
の
で

衛
生
医
療
サ
ー
ヒ
ス
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
推
進
さ
れ
た
も
の
、

方
式
を
と
っ
た
も
の
、

協
力
し
た
も
の
、

あ
る
の
で
、

ま
た
多
様
忙
な
り
す
ぎ
、

導
者
の
賛
同
を
と
り
つ
け
、

ま
た
地
城
住
民
が
十
分
忙
理
解
し
て
参
加
す
る

の
中
か
ら
共
通
項
を
と
り
出
す
と
、

□
地
域
の
指

曰
政
府
機
関
だ
け
で
は
な
く
民
間
団
体
が
積
極
的
忙

と
い
っ
た
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

H
家
族
計
画
が
母
子
保
険
プ
ロ
ク
ラ
ム
、
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会
議
員
が
超
党
派
で
作
っ
て
い
る
人
口
問
題
の
グ
ル
ー
プ
で
、

外

国

忙

も

例

‘、、

し
た
カ

ま
ず
、

田
中
坤
事
長
は
「
11

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
“

は
ヽ

国

花
村
仁
八
郎
理
事
、

全

国

銀

行

協

会

連

合

会

な

ど

十

五

団

体

（
参
加
団
体
は
別
項
掲
載
）
が
出
席

栄
作
埋
事
、

斉
田
艇
四
郎
監
事
が
出
席
、

財
界
か
ら
は
、

こ
の
日
、

財
団
か
ら
は
田
中
龍
夫
理
事
長
は
じ
め
佐
藤
降
副
理
事
長
、

住

を
要
請
し
た
。

ぎ
、

田
中
龍
夫
理
事
長
か
ら
、

な
い
’
~
と
の
情
勢
と
、

本

財

団

で

は

十

月

十

二

日

午

前

め
忙
は
、

強

化

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

ア

ジ

ア

の

繁

栄

と

平

和

忙

寄

与

し

て

い

く

た

ァ
ゞ
ゾ
了
忙
お
け
る
人
口
急
増
問
題
と
、

食
糧
、

医
療
、

ェ
ネ
ル
ギ
ー
、

環

の
こ
と
、

期
待
さ
れ
る
。

一
九
八
四
年
の
メ
キ
ッ
コ
会
議
へ
の
道
は
コ
ロ
ソ
ホ
か
ら
始

広

く

他

の

地

城

の

国

々

忙

対

し

て

も

強

い

刺

戟

を

与

え

る

こ

と

と

こ
の
よ
う
な
行
動
計
画
は
、

ア

ジ

ア

太

平

洋

諸

国

匠

と

っ

て

は

も

ち

ろ

ん

質
額
で
増
加
す
る
こ
と
。

の
双
方
代
よ
り
、

さ

ら

忙

実

四、

援
助
供
与
国
は
、

う
努
力
す
る
こ
と
。

国

際

機

関

を

通

じ

る

援

助

な

ら

び

陀

二

国

間

援

助

人
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
忙
対
す
る
援
助
を
継
続
し
、

ま
る
と
い
う
発
言
が
ぎ
か
れ
た
の
も
も
っ
と
も
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

田
中
理
事
長
ら
が
出
席
し
て

本
財
団
の
運
営
強
化
の
た
め

財
界
に
賛
助
協
力
を
要
請

境
問
題
を
あ
わ
せ
て
解
決
し
、

さ
ら
匠
本
財
団
の
事
業
を
充
実
、

認
識
忙
基
づ
ぎ
、

八
時
か
ら
東
京
丸
の
内
の
パ
レ
ス
・

ホ

テ

ル

で

財

界

関

係

者

と

朝

食

会

を

開

財

団

運

営

の

基

礎

と

な

る

資

金

の

賛

助

協

力

二

0
歳
以
上
忙
高
め
る
努
力
を
す
る
こ
と
。

ミ
女
子
の
平
均
結
婚
年
齢
が
い
ま
だ
忙
ぎ
わ
め
て
低
い
国
は
、

そ
れ
を
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の
家
族
計
画
を
援
助
す
る
、

と
い
う
こ
と
忙
な
っ
て
お
り
ま
す
。

と

い

う

こ

と

忙

な

っ

た

。

議

員

も

自

分

の

懐

か

ら

拠

出

し

あ

っ

て

低

開

発

国

さ
れ
た
。

ま

た

政

府

も

途

上

国

忙

対

す

る

家

族

計

画

忙

つ

い

て

援

助

し

よ

う

ば
な
ら
な
い
。

住
居
も
な
く
、

そ
こ
で
岸
先
生
、

田

中

先

生

の

ご

尽

力

で

議

員

連

盟

も

組

織

は
望
め
な
い
。

何
と
か
私
ど
も
で
家
族
計
画
、

人

口

調

整

忙

協

力

し

な

け

れ

そ

し

て

教

育

の

場

も

な

い

生

活

が

続

く

国

で

は

経

済

の

発

展

逆

忙

人

口

増

加

率

は

三

％

位

と

増

加

す

る

傾

向

胚

あ

り

ま

す

。

食
糧
も
な
く
、

現
在
、

発
展
途
上
国
の
経
済
成
長
率
は
＿
＿
・

一
伶

I

•
五
％
と
低
い
。

基
金
の
責
任
者
と
な
り
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

て
ぎ
ま
し
た
が
、

こ
の
ド
レ
ー
パ
ー
氏
は
そ
の
後
、

ン、

タ
イ
、

た
ト
レ
ー
パ
ー
氏
や
、

お
り
ま
す
し

そ
の
中
で
、

11

人

口

開

発

忙

関

す

る

ア

ジ

ア

の

国

会

議

員

会

議

“
北
京

政

府

は

思

も

わ

ぬ

外

交

上

の

成

果

を

あ

げ

る

こ

と

が

出

来

た

意

義

あ

る

会

議

設

立

忙

当

っ

て

船

舶

振

典

会

の

ご

協

力

も

あ

り

ま

す

こ

と

を

併

せ

て

ご

報

告

致
し
ま
す
。

」
と
挨
拶
。

日

本

経

済

の

再

建

忙

尽

く

さ

れ

岸
先
生
の
勧
め
も
あ
り
、

イ
ン
ト
ネ
ツ
ア
、

東

南

ア

ジ

ア

の

フ

ィ

リ

ピ

イ

ン

ト

の

四

カ

国

と

中

南

米

諸

国

を

ま

わ

っ

国

連

の

人

口

問

題

研

究

続

い

て

花

村

経

団

連

副

会

長

が

「
戦
後
、

し

い

と

の

判

断

か

ら

ご

協

力

の

お

願

い

を

致

し

て

お

り

ま

す

。

ま
た
、

財

団

し
た
当
財
団
の
件
で
は
、

基

金

的

な

基

礎

が

な

け

れ

ば

財

団

運

営

は

む

づ

か

今
回
、

花

村

経

団

連

副

会

長

の

ご

協

力

を

得

て

皆

様

方

忙

お

願

い

致

し

ま

で
し
た
。

”
 人
口

問

題

“
忙
つ
い
て
の
会
議
な
ら
参
加
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

た

こ゚
の
会
議
で
は
、

中

華

人

民

共

和

国

と

国

交

の

な

い

―

-
I
三

の

国

も

が
一
昨
年
発
足
し
、

そ

の

第

一

回

目

の

会

議

が

昨

年

北

京

で

開

催

さ

れ

ま

し

さ
ら
忙

生
が
、

そ

の

後

は

福

田

（
赳
夫
）

先

生

が

会

長

と

な

ら

れ

て

現

在

Ire
至
っ
て

が

な

く

世

界

的

忙

高

い

評

価

を

さ

れ

て

い

ま

す

。

発

足

時

は

岸

（
信
介
）

先
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ま
た
、

住

栄

作

埋

事

は

財
界
の
協
力
を
要
請
し
た
。

「
人
口
問
題
は
世
界
各
国
で
、

申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
す
。
」

とヽ

何
卒
、

何

分

の

ご

支

援

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

を

皆

様

方

忙

そ

の

協

力

を

お

願

い

し

た

い

と

考

え

た

し

だ

い

で

す

。

と
考
え
、

そ

こ

で

こ

の

財

団

の

理

事

と

し

て

参

加

し

、

が
ヽ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
プ
ラ
ソ
ニ
ン
グ
の
指
導
は
、

非

常

胚

時

機

を

得

た

も

の

援

助

し

て

い

主

す

と
が
大
変
必
要
だ
と
私
は
思
い
ま
し
て
、

こ
の
新
し
い
財
団
忙
対
し
、

少
し

と
い
う
こ

経

済

界

で

人

口

問

題

の

専

門

家

を

養

成

す

る

の

は

む

づ

か

し

い

が

、

大

事

だ
と
思
い
生
す
。

ほ
ど
実
情
を
知
ら
な
い
。

そ
こ
で
私
忙
も
来
い
、

と

い

う

こ

と

忙

な

っ

た

の

経
済
界
の
人
は
、

こ
う
し
た
産
児
制
限
、

政

界

の

人

て
い
る
わ
け
で
す
。

う

法

令

ま

で

出

し

て

人

口

の

制

限

を

し

、

” 
了

ヽ

と
し

“
 

今
で
は
子
供
は
―
ー
ニ
人
。

早
婚
も
ま
か
り
な
ら
ん
、

ヽ

と
し

問
題
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
結
果
、

人

口

間

題

忙

つ

い

て

の

日

本

の

説

明

を

が
つ
ぎ
ま
し
て
、

田
中
、

佐
藤
、

住
の
先
生
力
は
北
京
忙
行
ぎ
‘

と
い
う
理
論
で
、

そ
の
結
果
、

そ
の
結
果
、

な

問

題

な

の

で

経

済

界

も

埋

解

を

示

す

、

当
財
団
の
た
め
忙
、

題

と

し

て

考

え

ら

れ

て

お

り

ま

す

。

経

済

を

発

展

さ

せ

る

方

針

を

と

っ

人

口

問

題

Ire
対
し
、

若
干
の
援
助
も
す
る
、

で

も

お

役

忙

立

て

ば

と

考

え

た

し

だ

い

で

す

。

中

国

を

は

じ

め

各

国

忙

、

日

本

も

い

ろ

い

ろ

と

協

力

、

こ

の

人

口

若

干

の

資

金

拠

出

も

人

口

問

題

忙

対

す

る

考

え

方

を

述

べ

、

そ

の

国

の

基

本

問

人

口

問

題

忙

対

す

る

先

進

国

で

あ

る

日

人
口
が
急
増
し
た
。

北

京

政

府

も

そ

こ

忙

気

中
国
で
は
、

い
く
ら
生
ん
で
も
良
い
。

そ

れ

胚

よ

っ
て
生
産
力
が
上
が
る
、

っ
て
国
民
の
生
産
性
が
増
え
て
、

経
済
も
一
層
発
展
し
ま
し
た
。

供
達
忙
栄
養
忙
富
ん
だ
食
物
、

十

分

な

教

育

が

出

来

る

ま

で

忙

な

っ

た

。

従

で
す
。

子
供
の
数
は
＿

1
二
人
、

せ
い
ぜ
い
―
―
―
人
と
な
り
、

子

日
本
は
戦
後
、

産
児
制
限
、

家

族

計

画

胚

つ

い

て

は

大

変

忙

成

功

し

た

国
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コ
ロ
ソ
ボ
会
議
な
ど
は
世
界
の
四
十
数
力
国
の
議
会
筋
が
集
ま
っ
て
、

す
。

ら
も
、

況
忙
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

国

て
く
れ
な
け
れ
ば
、

と
い
う
こ
と
か
ら
日
本
も
先
頭
忙
立
っ
た
、

と
い
う
状

特
忙
途
上
国
が
人
口
急
増
国
だ
と
い
う
こ
と
か

国
連
の
主
旨
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、

実
際
忙
各
国
の
議
会
筋
が
動
い

人
口
間
題
の
重
要
性
忙
つ
い
て
、

と
い
う
の
が

レ
ー
パ
ー
氏
の
具
体
的
な
行
動
が
あ
っ
て
か
ら
十
年
で
す
。

を
除
く
）

先
程
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ト

11

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
11

十
‘

,
1
 

（
共
産
党

日
の
会
合
を
開
か
せ
て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。

各
企
業
か
ら
も
ご
担
当
の
責
任
あ
る
立
場
の
方
忙
集
ま
っ
て
い
た
だ
誉
、

本

お
ら
れ
る
花
村
先
生
忙
本
日
は
ご
出
席
を
い
た
だ
ぎ
、

ま
た
連
合
会
、

協
会
、

さ
ら
忙
、
佐
藤
隆
副
埋
事
長
は
「
財
界
で
人
口
問
題
忙
深
い
認
識
を
持
っ
て

い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

[_  

連
ね
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か

つ、

お
願

非
常
忙
地
味
な
間
題
で
あ
る
と
も
考
え
ま
す
が
、

結
ん
で
行
く
、

と
い
う
こ
と
で
発
足
出
来
た
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、

各
方
面
、

各
議
員
、

こ
の
財
団
も
、

国
連
、

あ
る
い
は
日
本
政
府
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
で
の
連

協
力
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

を
上
げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

人
口
問
題
は
各
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
、

国
連
関
係
を
通
じ
て
の
人
口
問
題
、

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
岸
先
生
、

福
田
先
生
、

携
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
、

で
結
成
さ
れ
て
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
、

と
述
べ
た
。

そ
の
他
民
間
団
体
と
手
を

私
も
罪
事
と
し
て
名
前
を

百
四
十
四
名
の
超
党
派

丸
八
年
忙
な
り
生
す
。

各
国
忙
理
解
さ
せ
よ
う
、

日
本
は
大
ぎ
な
パ
イ
プ
役
を
は
た
し
て
い
る
と
自
負
致
し
て
お
り
ま

田
中
先
生
の
政
治
的
な
力
が
あ
っ
て
成
果

大
変
立
派
な
も
の
が
あ
っ
て
、

国
際
的
忙
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
考
え

世
界
各
国
忙
対
す
る
日
本
の
寄
与
も

本
へ
の
各
国
の
期
待
も
非
常
忙
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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度
額
の
基
金
を
用
意
し
た
わ
け
で
す
。

を
拠
出
し
、

日

本

船

舶

振

興

会

か

ら

ご

協

力

を

お

願

い

を

し

て

必

要

最

低

限

百
田
田
、

ネ
と

田
中
、

住
、

佐

藤

の

国

会

議

員

四

名

と

併

せ

て

五

名

が

各

々

基

金

県
金
の

一
助
忙
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

前

田

福

三

郎

・

東

京

ク

ワ

ー

社

長

百
田
田
、

ネ

田
中
、

当

財

団

の

設

立

準

備

忙

取

り

か

か

っ

た

わ

け

で

す

。

の
北
京
会
議
忙
向
け
て
急
速
忙
‘

受

皿

を

作

ろ

う

と

い

う

こ

と

Ire
な
っ
て
、

要
る
、

日
本
が
引
受
け
て
欲
し
い
、

と

い

う

こ

と

で

昨

年

の

八

月

か

ら

十

月

末

京

会

議

で

の

エ

ー

ジ

ャ

ン

・

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
作
る
準
備
の
段
階
で
、

資
金
が

エ
ー
シ
ャ
ソ
•

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
北
京
会
議
の
結
果
出
来
ま
し
て
、

そ

の

北

4

、、
力

中

心

は

家

族

計

画

を

徹

底

さ

せ

る

こ

と

忙

あ

り

ま

す

。

環
境

＂
な
ど
忙
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
研
究
、

検

討

を

重

ね

て

ま

い

り

生

す

” 

“ ” 

“
 ,
, 
人

口

と

ェ

ネ

ル

キ

ー

“ ” 

人
口
と

問
題
な
ど
が
多
岐
忙
わ
た
り
ま
す
。

11

人
口
と
開
発
“

で

人

口

問

題

を

侵

透

さ

せ

る

た

め

lIC
は、

扉

用

や

産

業

の

発

展

の

た

め

の

諸

こ
こ
で
”

開

発

“
と
い
う
言
葉
の
意
味
の
ご
説
明
を
し
生
す
と
、

途
上
国

た
も
の
で
す
。

ォ
ー
ラ
ム
ーー

て
お
り
ま
す
。

し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
忙
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
エ
ー
ジ
ャ
ン
・

と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

人

口

と

食

糧

フ
ォ
ー
ラ
ム
）

人

口

と

医

療

そ

れ

ら

を

網

羅

し

て

住
の
諸
先
生
方
と
相
談
し
、

リ
ー
タ
ー
シ
ッ
プ

国

会

議

員

も

私

財

を

投

じ

て

‘̀‘ 
ヵ

北

京

会

議

の

結

果

で

ぎ

も
と
れ
と
の
要
望
が
出
て
、

11

人

口

と

開

発

IIC
関

す

る

ア

／

ア

列

国

議

員

フ

責
任
は
大
ぎ
い
が
、

各
国
か
ら
は
日
本
が
資
金
を
出
せ
、

昨
年
の
北
京
会
議
の
宣
言
、

結
果
を
受
け
て
、

ア

ジ

ア

は

ア

ン

ア

と

し

て

論
か
ら
今
年
十
二
月
初
め
忙
は
、

フ

ラ

ジ

ル

で

中

南

米

会

議

が

地

城

会

議

と

そ

の

第

一

回

目

の

ア

ゾ

ア

で

の

地

城

会

議

が

北

京

会

議

で

、

連
と
一
緒
忙
な
っ
て
頑
張
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

そ

こ

で

の

結

今

か

ら

三

年

前

胚

開

か

れ
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し
-

「朝食会で協力を要請する花村仁八郎理事

（経団連副会長）」

ラ
ム
や
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
で
今
後
、

て
行
く
上
で
諸
経
費
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
生
す
。

こ
の
あ
と
、

今
後
も
巾
広
く
、

こ
の
日
出
席
の
協
会
、

雷
気
事
業
連
合
会
、

東
洋
伯
託
欽
行
、

下
霞
器
庁
業
閻
、

い

ろ

い

ろ

な

事

業

を

具

体

的

Ire
展
開
し

フ

ィ

リ

ピ

ソ

、

ェ
ー
ツ
ャ
ソ
•

ス

リ

ラ

ン

カ

、

連
合
会
お
よ
び
企
業
次
の
と
お
り
。

松

-27-

全
国
銀
行
協
会
連
合
会
、

伝
託
協
会
、

日
本
證
券
業
協
会
、

東
京
電
力
閻
、

石
油
連
盟
、

日
本
自
動
車
工
業
会
、

生
命
保
険
協
会
、

新
日
本
製
鐵
佃
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
仰
、

日
本
貿
易
会
、

東
京
芝
浦
雷
気
閻
、

日
産
自
動
車
閻
゜

各
界

Ire
協
力
を
要
請
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

出
席
者
と
の
間
で
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
た
が
、

本

財

団

と

す
。

L_  

と
財
界
の
協
力
を
強
く
要
請
し
た
。

常
自
体
忙
経
費
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

何

卒

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

あ

げ

ま

中
国
の
各
国
を
日
本
忙
招
ぎ
セ
ミ
ナ
—
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

最

近

で

は

十

月

二

十

九

日

Ire
、

こ

う

し

た

経

過

で

当

財

団

を

設

y
し
生
し
た
が
、

ヽ

卜
ゞ

イ
ソ フ

ォ

ー

諸

事

業

の

運



問
題
は
、

年
金
制
度
は
じ
め
、

若
い
労
働
人
口
の
負
担
増
な
ど
多
く
の
問
題

ロ
の
十
二
分
の

か
ら
、

七
分
の

一
忙
ふ
え
る
計
算
で
あ
る
。
老
い
る
人
口

総
人

が
伸
び
る
た
め
で
、

六
十

は
出
生
率
が
低
下
す
る
一
方
、

平
均
寿
命

こ
れ

っ
た
の
が
、

七
人
忙

総
人
口
の
う
ち
六
十
才
以
上
の
層
が
、

今
世
紀
中
期
忙
は
十
二
人
忙
一
人
だ

国
連
が
発
表
し
て
い
る

「
高
齢
化
進
む
世
界
人
口
」

世
界
の

七
人
に
一
人
が

60
オ
以
上

老
い
る
人
口

21
世
紀
前
半
に
は

国連発表

力
を
了
解
、

方
法
胚
つ
い
て
は

T

I

M

A

S
社
内
で
検
討
し
て
決
め
る
、

②
 

会
議
は
ジ
ャ
ン
グ
リ
ラ
・
ホ
テ
ル
で
行
な
わ
れ
た
が
、

胡
会
長
は
①
賛
助
協

彦
な
い
た
め
、

各
方
面
へ
の
協
力
要
請
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、

こ
の
要
請
は
、

現
在
の
資
金
量
で
は
本
財
団
の
事
業
活
動
が
充
実
強
化
で

•
T
I
M
A
S

社
会
長
を
訪
れ
、

(
A
P
D
A
)
 

八
月
四
日
、

財
団
法
人
・

ア
ジ
ア
人
口
、

忙
対
す
る
賛
助
協
力
を
依
頼
し
た
。

イ

ソ

ト

ネ

ツ

ァ

等

の

関

係

数

社

忙

も

胡

会

長

か

ら

呼

び

か

け

る

と

答

え

、

理
解
を
示
し
た
。

防
よ
る
と
、

二
十
一
世
紀
前
半
忙
は
七
人
忙
一
人
と
な
る
と
い
う
。

一

人

が

六

十

才

以

上

と

い

う

高

齢

化

社

会

が

到

来

す

る

わ

け

だ

。

医
学
の
進
歩
や
生
活
の
向
上
で
、

二

0
二
五
年
忙
は
七
十
オ
が
平
均
寿
命
と
な
り
、

才
以
上
の
人
口
が
十
一
億
二
千
百
万
人
忙
ふ
え
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
、

開

発

協

会

佐
藤
隆
•
本
財
団
副
理
事
長
は
、

胡
•
T
I
M
A
S

社
・
会
長
が

本
財
団
へ
の
賛
助
協
力
に
理
解

ジ
ン
カ
ポ
ー
ル
の
胡
暁
子
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て
い
る
。

も
初
め
て
参
加
し
た
。

三
十
八
億
八
千
万
人
忙
な
り
、

二
十
年
間
で
十
四
億
人
も
ふ
え
る
と
予
想
し

太
平
洋
地
城
の
人
口
は
二
十
四
億
八
千
万
人
だ
が
、

E

S

C

A

P
の
資
料
で
は
、

送
っ
た
が
、

今
回
か
ら
十
億
七
百
万
人
と
い
う
世
界

21
世
紀
ま
で
に
子
供
は
一
夫
婦
二
人
に

コ
ロ
ン
ボ
の
ア
ジ
ア
人
口
会
議
で
採
択

ス
リ
ラ
ン
カ
の
コ

洋
人
口
会
議
で

ロ
ソ
ボ
で
、

イ
ン
ド
ネ
ッ
了
、

ヽ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

一
九
八

0
年
の
ア
ジ
ア

二

0
0
0
年
忙
な
る
と

の
人
口
忙
悩
む
中
国

ン
ド
、

ヽ

タ
イ

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
三
十
四
カ
国
が
代
表
を

い
う
計
画
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
忙
は
日
本
、

□

-
0
0
0
年

ま

で

忙

一

夫

婦

の

子

供

は

二

人

忙

」

今
年
九
月
開
か
れ
た
第
三
回
ァ
ゾ
ア
太
平

ヽ

リ
カ

ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
で
の
失
業
間
題
が
深
刻
化
し
そ
う
だ
。

の
が
一
挙
忙
三
百
忙
激
増
す
る
と
い
う
。

人
を
突
破
、

こ
の
た
め
、

人
口
百
万
人
以
上
の
都
市
は
、

い
る
。

第
三
世
界
の
都
市
人
口
か
急
増

釦

ー

釈

ア

ジ

ア

の

失

業

問

題

が

深

刻

化

（
国
際
労
働
機
関
）

イ と
ア
フ

今
世
紀
末
ま
で
忙
発
展
途
上
国
の
都
市
人
口
は
二
十
億

二

0
0
0
年
忙
な
る
と
世
界
人
口
の
三

分
の
一
が
第
三
世
界
の
都
市
忙
集
中
し
て
い
る
、

そ
れ

ltC
よ
る
と
、

I

L

o

 

を
は
ら
ん
で
い
る
。

↓
‘
 

＇ 

と
の
見
通
し
を
発
表
し
て

一
九
七
五
年
忙
九
十
だ
っ
た
も

特

liC
ア
ジ
ア
、
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東
京
都
の
人
口
以
上
の
人
口
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
忙
、

政
府
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

毎
年
、

っ
た
。

中
国
の
人
口
が
、

え
た
勘
定
忙
な
る
。

中
国

本

土

だ

け

で

十

億

八

百

十

七

万

人

忙

増

え

た

こ

と

が

判

中

国

の

人

口

、

遂

に

10
億
を
突
破

の
人
口
が
四
十
四
億
一
千
五
百
万
人
だ
っ
た
か
ら
、

国

連

の

世

界

人

口

誰

計

忙
よ
る
と
、一

年
間
忙
八
千
万
人
増

十
四
億
九
千
五
百
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

一
年
前
の
国
連
統
計
で
は
、

世
界

（
八
一
年
央
）

世

界

人

口

は

44
億

9
千

5
百

万

人

国

連

発

表

世
界
人
口
は
、

四
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囚十
五
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宣 食 衆国

゜ ゜ツ ジ

゜ ゜言 糧 貨 ． 際 他 国 ア ア
プ人要各八書 と 世参人 官花 阿佐 岸会 ‘人
を 口請 国 月 署 人 界超口 庁村 部藤 議フ 口
と す政及名 ロ で党問 ‘仁 昭 信員 ィ 事
る食る 府び ．． に 初 派 題 マ八 吾 隆 介 リ 情
> 糧五忙十佐 関 の議議 ス郎 ヽ ピ視~ 

ヘ
と 問項現一藤 す 試員員 コ

ヽ
山団 ソ察

を題 目 実月 る みー懇 ミ w 崎長 ツ 団

要解か的の隆 宣 で一談 関 ド ギ屯 ヽ 派
請決 ら且世 言 あ九会 係 レ 男

ヽ
遣

し の成っ界 '~ る 名 L _ 等 I ‘田 ヘ
た為 る果人 ° で設 ノ< 加 中 イ
宣

ヽ
° 敢口 国 発立 I 藤龍 ン‘

言国 な . 連 足
ヽ

ッ夫 ド
文連 諸食 へ 式 ゜ J ヅ

ヽ ヽ
ヘ

0 i( 政糧 於典 会 ク ェ八 ク
リ 策会 ．． 長 ィ ‘田 イ
I を議 国 .. プ一‘~ 貞

ヽ

ダ 採忙 連 岸 ィ 義 イ
I る先 本 ヽ

ン‘ン／
ツ よ 立 部 信 グ ド
ツ う ち

ツ
介 ネス

ヽ

、-

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
日． 
開
発
協
会
発
足
に
至
る
経
緯
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ヽ
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＜ 上 ‘村 田ツ ナ団 人代 国会 ス大 議
‘国事仁 耕

ヽ
ク ヘ 口議 議 ‘臣

各 忙務八 作佐 ヽ メ 問士 中-

国 も 局郎 ‘藤 キ 題 沢
ヽ

立 ‘五 阿 ツ '- 伊八

法人名他 部隆 コ ラ 登田
府口 昭

ヽ ヽ
イ 子貞ヘ ヘ

議問 吾住 コ
＆ ス 於 義総於

員題
ヽ

ロ . ．． 他 ‘勢 ．． 
忙議 福栄 ソ ノ 東 佐 プ

呼員 岡作 ビ ン‘ 藤四カ
び グ 義

ヽ
ア ク 五 レ‘

かル 双旦
ヽ

構 隆 0 ス
け I 

ヽ プ 想 京 'O  卜
た プ ラ を

ヽ 人 ツ

゜
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~~ 危 T九 0危• 七
九 十八 ニ八
． ー/」、. 十・ 五・

I 十 八 I士
十 Iニ 十ー
七、- ょ ヽ

I I 人 人
日 p 日 p 

゜゜
参 ロ

゜ ゜
日参 口

゜
本

゜ ゜
本

゜
予運 加 と 国 議一本加 と

ー！側 p 開側 p 算営 国 開 際員九側国 開
宜参 国 催 参 国 委 ．． 発 議へ七 ．． .. 発
言加 際 国加 際 員四 メ 米 列 員の七佐 日 先
し者 会 ‘者 会 メ 十キ

ヽ
国 会呼年藤

ヽ
進

の ．． 議
゜

" 議 ソ 名 ツ英 I 国 議ぴ九 米 国
草佐 準 主 佐 準 ノ‘ゞ ヽ コ‘ 会 の か月 隆

ヽ
会

案藤 備 催 藤 備 I 
ヽ ‘加 第 議 開け の ‘英 議

作 委 機 委 国 日 プ 、 貝ロ 催 中゚和 ヽ

西 回 ヘ
ヘ

成隆 員 関隆 員 ‘本 ラ i'C 南田加 ロ
ヽ 会 ヽ 会 ° へジ独 国 I つ 米耕

ヽ ソ

゜
他 ヘ

゜
他 ヘ 参 十 ル ‘ 際 p し、 視 作 西 ド

会 第 議 第
加名‘ィ 会 ゜ て 察 ‘独 ン/

議 題 国シコソ 議 p 討 忙土＾
ヽ~-

規 へ回 etc 於回 、 ロ ド ッ 議 引井五 ポ
定 於ッ ヽ ．． 、- 0 ン 、準 東

゜ 続たカ ソ
ヽ ．． ('C チ 議 ビス塁京 ぎ か国

ヽ

゜
メ つ ユ

事 アリ 議 会 各 千 ．． ベ

日 キ ¥,、 二 日 ヘラ議 国 十 ;t, 

程 シ’ て ジ 程 九 ン I 立 一" リ

etc コ 了 ヽ
力 力 法 名 ン／

ヽ ヽ
国 ヽ

府
ヽ ヽ
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ヘ九九 ヘ八九
• 八 二• 七九---rO 
1・ ;t・ 
土九 ~I 八
ヽ

ヽ

..• 

資 I 
日 参 源 日 参 p 

/—\、本 加
ヽ

食 本 加

゜開 日 側 国 人 ロ え 人 側 国 p 
催本

ヽ

る 国
.. 

" 口 ン/ 口 ．． " 
をは佐 ピ ツ

ヽ
が ョ こ

,, 
ボ I℃ 問柏岸総他六際

提オ 藤 ソ ン 開 ー開 I 0) コ で到題原 嬰 ‘十会
案 プ ヽ

ガ 発 九 九か ロ 、旦- ロ 開 つ議ヤ 信 国四議
° ザ隆イ ボ vc 八 八れ ッ 号ロ ソ 催 た 員 ス介五連 力

ムロ I ヽ ン／ I 関 ーた ,, 
I≪: ボ ° の グ ‘五各国

意バ住 ド Jレ する 年 年 ゜
ヽ

よ 宣 でル 佐 0 機
を I ネ

ヽ
十 十 7 り 言

ヽ
I 藤名 関

取 と 栄 、ン~
7 

二十 七 ジ
ヽ u プ ヽマ へセ

“ 付 し 作 ア レ於 7 月 月 月 月 アー採 N ‘ 隆 I 
け て ‘ I ．． ン‘ の 九択 F 結

ヽ p ヘ
た 参 井五 ツ ク 国 ヘ ヤ プ 忙仏 中 於 ケ 各八 p 成 石 p 

ヘ
° 加 上ヵ ア ア 会 予 ネ ラ 於 ‘国 て 二 大一 A 国 本 F 於

を晋国 ヽ
ラ 議 定イ ジ て ス の ヤ 陸年 l'C 二 等 ．． 

し 方ック Iレ 員 ヽ ロ 八ノ 卜 北 の てゞ ヽ
働 十 茂 ス

ヽ
イ ソ代 IZ の ラ 京 ナ 0) ア ぎ 五

ヽ
リ

北 ヽ
プ表 於 リ ス K イ 人 フ か 力 中 ラ

京 フ I 者 て オ プ於 ロ 口 リ け 国 村 ン／
会 イ ル会 プ一‘ I て ピ 会カ ‘を 啓 力

語 リ ツ議 ン Jレ vc 議
ヽ

コ 超 ヽ

＼ ヽ
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宍・ 八九 閃 閃 8 十一
九・ ． 
I~ 十
ー／‘

十ヽ
. 

士
~^ - .. .... 

~＾~ 

第人 佐 第人 日 人
日 参ニロ ア 藤 参ーロ 佐 ． 口
本 加 回 と

゜ド ゜ 加回 と
゜藤中 と

側 国連開 を地ーバ隆 政 国運開 開 打開.. ．． 営発 任城九ィ 代 冶 " 営発 催隆合発
土佐他 日 委 l'C 務 I 七十｝議 ヽ マ

日 委忙 地 ‘会 忙
井藤 本員関 と p 九 I 士 イ レ本員関 北井 関
た u ‘会す す 0 年契

I 
テ I 、会す 点 上 す

か隆 N 中 る る p 八約 オ ツ中 る ヘ 皿目 る
子

ヽ F 国 ア ° 会月 締国 ロ ア国 ア の方 ア
住 p ヽ

ジ 議の 結 連 ギ ヽ ジ 正 ジ
他 A イ ア の ” 開 I イ 7 式 7 
五栄 ン' 国 開 コ 発 の ン‘ 国 な 国
名作 ド 会 催 ロ 計 問 ド 会 可 会ヽ ヽ

議 と ン’ 画 題 ヽ 議 能 議
ス 員 そ ボ の ス 員 性 員ヘ
リ へ会 の宣 u 除 リ へ会 打 ヘ会
ラ 於議 フ 言 N 外 ラ 於議 診 於議
ン’ ．． 

ォ “ D に ン‘
．． ．． 

ヵ 北 ロ 忙 p っ ヵ 東 北
I 基 、- ＼ヽ ヽ

ア づ と て

凩 ツ ＜ 凩 牙
‘`ノ プ ヽ ヽ ヽ
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九
八
一
・
十

(
+
•
二
十
七I

三
十
）

2 0. I 9. 1 8. 1 7. 1 6. 1 5. 1 4. 1 3. 1 2. 1 I. 1 0. 

阿

部

昭

山

口

敏

夫

和

田

耕

作

事

務

局

一名

秘
彗
数
名

柄

谷

道

市
（
参
・
社
）

（
衆
•
公
）

（
参
•
公
）

（
衆
・
民
社
）

（
参
・
民
社
）

（
衆
•
新
自
）

吾
（
衆
・
社
民
連
）

矢

追

秀

彦

（

同
時
通
訳
者

” 
ヽ

柏

原

ヤ

ス

有

島

重

武

片

山

甚

川

本

敏

美

（

,, 

ヽ

福

岡

義

登

ヘ

,, 

、-

土

井

た

か

子
ヘ

,, 

ヽ

,~ 

井

上

晋

方

8
 

田

代

由

紀

男

ヘ

” 
ヽ

7. 

石

本

茂
（
参
•
自
）

（
衆
・
社
）

6~ 

粟

山

明

ヘ

,, 

、-

u5 

桜

井

新
（

” 
ヽ

4. 

関

谷

勝

嗣

ヘ

" 
ヽ

＆
 

住

栄

作

（

” 
ヽ

2
 

佐

藤

隆
（

,, 

ヽ

L

団

長

福

田

赳

夫

m
日
本
側
出
席
者

会
場
~
人
民
大
会
堂

開
催
地
~
中
国
北
京
市

期

日

「
人
口
と
開
発
忙
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」

一
九
八
一
年
十
月
二
十
七
日

1
三
十
日

（
衆
•
自
）

一名
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閃
． 

十
． 

干

第人
三口 (3) (2) 

回 と ④ 0 ② ① 
連開 主 起司副議
営発 最 第 第 第な 草

議委に 。 。= 。- 0 0• ーる 委
員関 北終住ー日→ 黒一日福福 日 日 員会長長
会す 凩 日代目 日 田 目 田田 目程 .. ．． ．． ．． 

る 宣へ議へ本俊へ元元へ 住陳佐摩
ア 言十士十の夫十首首十 慕藤承
ジ 採月 忙月 人博月相相月 栄華 志

ヘ 7 択三ょ二口士ニ ‘の二 作 隆
北国 十る十変の十国特十 ヘ ヘ
京会 日 力 九動 八連別七 他中他中
会議 ツソ

日 の 日平謂日 五国五国
議員 トツ傾 ツ和演ツ 名副名全
最会 リ 向 賞 総 人
終議 • I と ，，，， 又 埋 代
日 展 賞

~ ノ

副レ
同 ポ 望 委
地 I 

[ _  

員
i'1.: i、 講 長
て 発 演 ヽ

ヽ
表
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合・ 八ブL 八九

八ニ 一
1・ ・

-h = -ノヽU — 

十

•. . 

→ 財
特日参人 貨団

記本 加口 監 埋副理さた北法

事側 国 と ””  埋事れ→ 京人
項・・ •• 開 事たア会ア

•• 佐他六発 事 事長長° ジ議ジ

② ① 藤機 ケ 校 ・・・・・・・・・・．． ア時ア
とそ A を開口 a 嬰ー 関 国 関 斎前花住佐田 議 の 人
なの F 正発図 g づ九隆・・ ・・ す 田 田 村 藤中 員フ 第口
つま P 式忙巴＂ぎ八 'u ン中暫る 慶 福 仁栄 龍 オ三・
たま p ltC 関 g ぼ――井 N 力国定ア 四三八作隆夫 1 回開

0 A D 発す忌 g ぢ年上 F''委、ン 郎 郎 郎 ラ運発

F 発足る巳て ば 十 晋 P イ日員ア ヘへへ ヘへヘ ム営協
P 足° ァ芦 0 "月方 A ソ本会議 事 訓 日 経 衆 l_ 委会
p i'C ジ. 苫 0可 = 、 ド‘へ員 務家 本 団 議 の員

D 併 ア勺ビ 旦十他 I'マ於フ 局族電連””院 活 会 創
第い 議勺 日日人 P オレ・・オ 長計波副 議 動 忙 立

ロ ゜゜ 員~'貝屯" H, 付口 P I I 二 l ツ画塔会 母於

回こ フロ苔翌’’問 F ス、ンュラ 国憫長自自自 体 て
運の オ~"'こ北題‘トア l ム 際社ッ民民民 と‘
営委 ~ H _, 京専 A ラ ‘デ L _ 協長 総党党副総党 し発

委員 ：人 "' 目宣門 Y リ ス リ カッ 務 幹 務 て 議

員会 口 T言家 C アリ l 財 局事会創さ
会は：と に P ラツ 団 長 長 長 立 れ

~ ~ ッ
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第

五

条

6

前
各
号
の
ほ
か
、

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
忙
必
要
な
事
業

只
5

4. 

団
体
等
と
の
意
見
の
交
換
及
び
協
力

公
的
機
関
、

会
議
及
び
研
究
会
の
開
催

3
 

公
的
団
体
等
忙
よ
る
人
口
、

開
発
事
業
へ
の
協
力

人
口
問
題
及
ぴ
開
発
問
題
化
関
す
る
資
料
の
収
集
及
び
発
刊

2

人
口
及
び
開
発
問
題
忙
関
す
る
ア
:
ゾ
ア
諸
国
の
議
員
関
係
機
関
、

ー

（事

民
間

研
究

こ
の
法
人
は
、

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

次
の
事
業
を
行
な
う
。

業
）

ア
ジ
ア
忙
お
け
る
福
祉
の
向
上
と
平
和
の
確
立
及
び
我
が
国
の
国
際
協
力
の

目
的
及
び
事
業

す
る
調
査
研
究
等
を
通
じ
て
、

推
進
忙
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第

四

条

（目

社
会
開
発
と
経
済
発
展
忙
寄
与
し
、

日
本
及
び
ア
マ
ゾ
ア
諸
国
忙
お
け
る
人
口
と
開
発
の
安
定
忙
関
す
る
調
査

こ
の
法
人
は
、

日
本
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
忙
お
け
る
人
口
問
題
と
開
発
忙
関

的
）

第

章
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

条

（
支

必
要
と
認
め
る
と
き
は
理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
支
部
を

部
）

こ
の
法
人
は
、

二
号

第

永
田
町

T
B
R
ビ
ル
七
―

0
号
室
忙
置
く
。

条

（
事
務
所
）

第

条

（

名

称

）

第

章

こ
の
法
人
は
、

主
た
る
事
務
所
を
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
十
番

こ
の
法
人
は
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
と
い
う
。

総

則

財
団
法
人
「
ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会
」

寄

附

行

為

も
っ
て
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第

十

一

条

又
は
収
支
予
算
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
も
同
様
と
す
る
。

会
計
年
度
開
始
前
忙
厚
生
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
業
計
画

こ
の
法
人
の
事
業
計
画
及
ぴ
収
支
予
算
は
、

（
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
）

第

十

条

こ
の
法
人
の
事
業
遂
行
に
要
す
る
経
費
は
、
運
用
財
産
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。

（
経
費
の
支
弁
） 又

は
担
保
忙
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
湛
本
財
産
の
処
分
の
制
限
）

上
の
同
意
を
得
、

理
事
長
が
管
理
し
、

決
を
経
た
確
実
な
方
法
に
よ
り
、

行
う
も
の
と
す
る
。

担
保
忙
供
し
、

こ
の
法
人
の
事
業
遂
行
上
や
む
を
得

厚
生
大
臣
の
承
認
を
得
て
、

そ
の
一
部
に
限
り
処
分
し
、

理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
毎

な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、

理
事
会
忙
お
い
て
理
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以

繰
り
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、

第

九

条

こ
の
法
人
の
埜
本
財
産
は
、

処
分
し
、

第

八

条

こ
の
法
人
の
資
産
は
、

そ
の
方
法
は
、

（
資
産
の
管
理
）

R

運

用

財

産

は

、

墓
本
財
産
以
外
の
財
産
と
す
る
。

財
産

＆
 

2
 

ー

（
資
産
の
構
成
）

資
産
及
び
会
計

財
産
目
録
に
記
載
さ
れ
た
財
産

そ
の
他
の
収
入

法
人
設
立
に
際
し
、

又
は
運
用
財
産
忙

財
産
目
録
中
基
本
財
産
と
さ
れ
た
財
産

法
人
設
立
後
に
甚
本
財
産
と
す
る
こ
と
を
指
定
し
て
寄
附
さ
れ
た
財
産

法
人
設
立
後
妬
埋
事
会
で
基
本
財
産
忙
繰
り
入
れ
る
こ
と
を
議
決
し
た

R
座
本
財
産
は
次
に
掲
げ
る
も
の
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

第

七

条

A
]

の
法
人
の
資
産
を
分
け
て
、
資
本
財
産
及
び
運
用
財
産
の
二
種
と
す
る
。

（
資
産
の
種
別
） 4

 
a
寄
附
金
品

第

一、ぅノ＇ 

条

第

章

2
 
財
産
か
ら
生
ず
る
果
実

1. 

理
事
会
の
議

こ
の
法
人
の
資
産
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
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②
補
欠
又
は
増
員
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
役
員
の
任
期
は
、

前
任
者
又
は
他
の

第

十

九

条

（
会
計
年
度
）

第

十

三

（
副
理
事
長
）

毎
年
度
の
事
業
報
告
書
、

該
会
計
年
度
終
了
後
三
月
以
内
忙
厚
生
大
臣
忙
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
の
と
す
る
。

こ
の
法
人
忙
次
の
役
員
を
置
く
。

（
理
事
及
び
監
事
）

五
名
以
上
八
名
以
内

二
名
以
内

理
事
会
を
構
成
し
、

こ
の
法
人
忙
理
事
長
を
置
き
、

こ
の
法
人
を
代
表
し
、

こ
の
法
人
に
副
理
事
長
一
名
を
置
き
、

理
事
長
を
補
佐
し
、

役
員
の
任
期
は
、

―
―
―
年
と
す
る
。

た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

（

任

期

）

長
が
欠
け
た
と
き
は
、

そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

R

副

埋

事

長

は

、

理
事
長
化
事
故
あ
る
と
き
又
は
埋
事

第

十

八

条

理
事
の
な
か
か
ら
互
選
す
る
。

R

埋

事

長

は

、

こ
の
法
人
の
業
務
を
総
理
す
る
。

第

十

七

条

理
事
の
中
か
ら
互
選
す
る
。

（
理
事
長
）

③

監

事

は

、

民
法
第
五
十
九
条
の
服
務
を
行
う
。

②

理

事

は

、

こ
の
法
人
の
業
務
を
議
決
し
、

執
行
す
る
。

第

十

六

条

理

事

及

び

監

事

は

、

理
事
会
忙
お
い
て
選
任
す
る
。

R
埋
事
及
び
監
事
は
、
相
互
忙
兼
ね
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
。

2

監
事

ー

埋
事

第

十

五

条

（役

員）

第

四

章

役

員

忙
終
る
。

第

十

四

条

こ
の
法
人
の
会
計
年
度
は
、

毎
年
四
月
一
日
始
ま
り
翌
年
―
―
月
三
十
一
日

全
部
又
は
一
部
を
基
本
財
産
忙
繰
り
入
れ
る
か
、

又
は
翌
年
度
忙
繰
り
越
す

条
会
計
年
度
末
に
剰
余
金
が
生
じ
た
と
ぎ
は
、

理
事
長
が
作
成
し
、

第

十

二

条

監
事
の
監
脊
を
経
た
後
、

理
事
会
の
議
決
を
経
て
、

理
事
会
の
議
決
を
経
て
そ
の 当

収
支
計
算
書
、
財
産
目
録
及
び
対
借
対
照
表
は
、
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（
招

③

埋

事

会

を

招

集

す

る

に

は

、

理
事
代
対
し
会
議
の
目
的
た
る
事
項
、

埋
事
長
は
速
や
か
忙
埋
事
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の

き
は
、

② 

第
二
十
五
条

理
事
又
は
監
事
か
ら
会
議
の
目
的
た
る
事
項
を
示
し
て
請
求
が
あ
っ
た
と

理
事
会
は
埋
事
長
が
招
集
す
る
。

集
）

2

そ
の
他
、

こ
の
法
人
の
運
営
忙
関
す
る
重
要
な
こ
と

1. 

予
算
を
伴
わ
な
い
権
利
の
放
棄
ま
た
は
義
務
の
負
担

決
す
る
。

第

ニ

卜

四

条

理

事

会

は

こ
の
寄
附
行
為
忙
規
定
す
る
も
の
の
殴
か
、
次
の
事
項
を
議

（
権

g
)
 

ム月

第
二
十
三
条

理
事
会
は

理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

（
構

成
）

第

五

章

理

事

会

て、

理
事
長
が
こ
れ
を
定
め
る
。

② 

お
く
。

（
事
務
局
）

又
は
意
見
を
述
べ
る
。

②
顧
問
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
し
、

第
二
十
一
条

第
二
十
二
条

こ
の
法
人
忙
顧
問
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

（顧

問）
の
議
決
に
よ
り
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
、
又
は
役
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
の
あ
っ
た
と
き
は
、

理
事
会

第

二

十

条

（
解

任
）

で
は
、

現
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

そ
の
職
務
を
行
う
。

の
基
本
方
針
忙
関
し
、

埋
事
長
の
諮
問

iZ
応
じ
、

後
任
者
が
就
任
す
る
ま

役
員
が
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
忙
耐
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

こ
の
法
人
の
事
務
を
処
埋
す
る
た
め
、
事
務
局
を
設
け
、

事
務
局
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

こ
の
法
人
の
運
営

必
要
な
職
員
を

埋
事
会
の
議
決
を
経

③

役

員

は

、

辞
任
又
は
任
規
禍
了
後
忙
お
い
て
も
、
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第
三
十
二
条

（
残
余
財
産
の
処
分
）

第
三
十
三
条

埋
事
会
の
諮
決
を
経
て
、

大
臣
の
認
可
を
得
て
、
類
似
の
目
的
を
も
つ
他
の
公
益
法
人
妬
寄
附
す
る
も

の
と
す
る
。

こ
の
法
人
の
解
散
忙
伴
う
残
余
財
産
は
、

の
同
意
を
得
、

屏
生
大
臣
の
認
可
が
あ
っ
た
と
き
解
散
す
る
。

こ
の
法
人
の
解
散
は
、

理
事
会
忙
お
い
て
埋
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以
上

（

解

散

）

同
意
を
得
、
厚
生
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
変
更
で
ぎ
な
い
。

厚
生

第
三
十
一
条

こ
の
寄
附
行
為
は
、

埋
事
会
忙
お
い
て
埋
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以
上
の

第

六

章

る
も
の
と
す
る
。

寄
附
行
為
の
変
更
及
び
解
散

（
寄
附
行
為
の
変
史
）

第

一

十

条

議

長

は

、

会

議

の

議

事

録

を

作

成

し

（
議
事
録
）

監
事
は
、

（
定
足
数
）

第
二
十
七
条

第
二
十
八
条

（
監
事
の
出
席
）

第
二
十
九
条

日
時
、

場
所
を
示
し
て
文
書
を
も
っ
て
七
日
前
ま
で
忙
通
知
し
な
け

理
事
の
過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
決
す
る
。

埋
事
会
に
出
席
し
て
、

可
否
同
数
の
場
合
忙

出
席
理
事
二
名
と
と
も
忙
署
名
す

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
議
長
が
決
す
る
と
こ
ろ
忙
よ
る
。

た
だ
し
、

埋
事
会
の
議
決
は
、

こ
の
寄
附
行
為
で
別
忙
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

出
席

（議

決）
が
で
ぎ
な
い
。

理
事
会
は
、

理
事
現
在
数
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と

第
二
十
六
条
埋
事
会
の
議
長
は
埋
事
長
と
す
る
。

（議

長）
す
る
と
き
は
、

こ
の
日
数
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、

理
事
全
員
の
承
諾
が
あ
る
と
き
又
は
緊
急
を
要

内
容
、
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4. 3. 2
 

ー 附

規
定
忙
か
か
わ
ら
ず
、
別
紙
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
忙
よ
る
。

こ
の
法
人
の
設
立
当
初
の
会
計
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
は
、

昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
す
る
。

こ
の
法
人
の
設
立
の
日
の
属
す
る
会
計
年
度
は
、
第
十
四
条
の
規
定
忙
か
か
わ
ら
ず
、

設
立
許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
す
る
。

第
十
一
条
の

わ
ら
ず
、

わ
ら
ず
、

別
紙
役
員
名
簿
の
と
お
り
と
し
、

そ
の
任
期
は
、
第
十
九
条
の
規
定
忙
か
か

こ
の
法
人
の
設
立
当
初
の
役
員
は
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
忙
か
か

こ
の
寄
附
行
為
は
、

厚
生
大
臣
の
設
立
許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

則

な
事
項
は
、

第
三
十
四
条

理
事
長
が
定
め
る
。

こ
の
寄
附
行
為
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

第

七

章

雑

則

こ
の
法
人
の
運
営
忙
関
し
必
要
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